
夷 俘 考

伊　野　部　重　一　郎

　　(文理学部　歴史学研究室)

　　古代及び上代!赳に於いて蝦夷なる民族が東北地方に帰居し、それが漸次征服並に同化されて行く過

程に於いて、こ０異民族０性格に様々０変化が見られ、その為、史書に於いても「蝦夷」の外に「夷

俘」、「俘囚」、「田夷」其他０種々の表現がとられた。

　　庇に此問題については先学の業績（註2）があり、それ等に於いては大体蝦夷０順化に於いてあらわ

れる熟蕃と生蕃と､いう二つ０も０をあらわす概念として、前者には俘囚「、後者には「蝦夷、夷秋」等

の言葉か用いられて居る事が結論され;現在これについての根本的異論は最早無いものと考えられる

が、然し時代によって右の結論に正確に一致しないも０が見られる０みならす、又蝦夷、俘囚の外に

　「夷俘、規」其他種々０表現があり、其等に関する桧討は未だ十分尽されて居ない様に思われるＯ

で、本稿は特に夷俘、俘囚等０言葉を再桧討し、その意味０変遷を六国史等正史を中心として考え、

｀あわせてそれによって異民族順化の趨勢を探り度い゛と思うのである。

　　（註）「内地移住の蝦夷族にっいての一二の問題」大山二郎　　史学幌誌こ40―7　’

　　　　「東北辺土の沿革」吉田東伍　　史学錐誌　5－8及9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク

　　　　「成務帝以前の奥羽の開進」奔藤阿具　　史学推誌　み23

　　　　「奥羽沿革史論」日本歴史地理学会編

　　　　「奈良平安時代の奥羽経営」菊池仁齢

　抑々蝦夷民族０名の最初にあらわれる０は景行紀二十七年二月壬子の条に武内宿禰の奏言として

　「東夷之中有二日高見国-、其国人（中略）為人勇敢是総日二蝦夷-」とあるものであり、次いで景行紀、

四十年七月戊戌の条に「東夷叛之」としてそれについて天皇ｏ言葉として「其東夷也、識性暴強、凌

犯為。･宗、村之無。首;邑之勿。首、各貪二封堺一、並相盗略、其東夷之中蝦夷是尤強焉、男女交居｡　父

子無JU、參則宿｡穴、夏則住丿砥、衣。毛飲。血、登。山如二飛禽-、行。草如二走獣-、（中略2）故古以来、‘

未゛染二王化-」とあるがそこでは蝦夷を東夷中ｏ一種族と見倣して居る様で、その東夷とは漠然と中

部地方以東の住民を指し、「蝦夷」は主として奥羽ｏ住民を言って居る事が推察される。而して其後

は「蝦夷」は「夷」と同設に用いられて居る。（後掲史料、第1.26;§参照、以下番号ｏみを記す。）因｀

に日高見国は久米邦武博士の日高見考には陸奥国宮城地方なりとし、喜田貞吉博士ｏ「日高見国と日

高見川」に於いては北上川流域な’りとして未だ帰糾を見ない。（史海、歴史地理）何れにしでも書紀

の記限は文化史的異民族として豊業を行わす東北に帰居する「蝦夷」の性格を明確に示すもｏであ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I二

　次に北方の蕃族を意味する「秋（又は蝦秋）」の字が専ら日本海方面及び北海道の蝦夷を指して用

いられ、（39、4L、45、46、5t、55、65、72、H7、140、205、208、233、237)又征夷将軍に対して

征（鍋）秋将軍という様に区別されて居り、（47、58、59、64、65、6り文東蝦夷に対して北蝦夷（2

0j）と言われ六=が、夷と秋とは必ずしも正確には区別されず、秋は蝦夷と同様に蝦夷民族を淡然と指す

場合（97、166'〉もあり、又逆に日本海方面の蝦夷に対して夷０文字の用いられた’事（20、22、24、2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（い）
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6、38、43、44、8ｔ、88、214)もあり、その辺の用法ば必ずしも敲密ではなく、蝦夷、夷;秋、及び

夷秋と何れも同義に用いられて居る。（62、72､､｡91、206)

　次に同じく蝦夷民族をあらわす言瑕として「俘」又は「虜」の文字を用いる事がある。俘（又は虜）

は僥和犬辞典によると「とりこ」、「いけどりＪＯ意味であり、「俘囚」も同様「とりこ」の意であ

る。「とりこ」とは異民族又は異種族を「とりこ」にしたものであり、異民族を軽蔑した意味に於い

て用いられる言葉であるｏ俘（虜2）とか俘囚が蝦夷民族を意味する様に夕る０は此為であって、それ

が身分的にも一般良民と区別された事（81、82、132、155、184、20j、21G)は蝦夷や秋の場合［44、･’

］｡73√180ヽ781ヽ1咀）や後述する秋俘;｀俘男、夷俘(133、H3、158、227)や田夷（13り゛の場合と

同様である。而して史書片於いては俘に虜（慮とも書くj）とは同義(123、145)であり、俘囚も俘、

俘虜（浮虜とも書くj）と同意に刑いられて居る。(2U4、2t3、21り｀因に此際（ｐ俘は「俘地」又は「俘

魁」としてｙあり、その俘は俘万|の略称と考えられる。

　以上の如く蝦夷民族を示すのに蝦夷（狭）と｡俘万I（淮）とｏ語義的｡に異なる二つｏ言葉があり、此

二つは史書に於いても一応区別されて廣るｏである。例えぱ蝦夷と俘囚は明らかに区別され（75、7

6、87、s8、89、1252〉夷（秋）も俘囚と区別され（94、23if)、俘と夷とは対立的に用いられ（91、12

5j）、虜と蝦夷も使い分μされｉ:居る（23、24）。俘囚の文字の最初は硯紀、御亀二年正月己丑の条に

俘囚を伊種国其他に配した（叫）とあ息もｏであるが典性格ぱ明らかでない。その前景行紀四十年十

月葵丑ｏ条（３）に日本武諒が「所俘蝦夷」を祠官に畝じた事が見えて居るのが俘という言葉が蝦夷

民族の捕かれたもｏを意味する事を暗糸する殆んど唯一〇火料である。又天武紀十一年四月、越の蝦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　||　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾂｼ夷０願いによって俘人七千戸を以って→･郡を建てる事が見えて居る（13）が、此際俘人を俘囚と同じ

であると見倣せぼ、そこに熟蕃的性格が示されて来る。しかもこ０天武紀に於いて蝦夷と俘人が同義

である事、即ち混用されて居る事は新しい用語の初見に於いて、即ちその実体がようやく分化せんと

する時に於いて有り得る事である。次に鹿に就いては斉明紀四年七月甲中の条に蝦夷の戸口と謂の戸

口を桧覆したとあり(23)、同五年三月甲午０条に飽田・淳代二郡ｐ蝦夷三百四十一人、其虜四人を饗

して祗を呉えたとある(24)のが最初であり、其他虜に関する史料に於いてもその熟蕃なる意味の明

らかなも０はないが、恐らくこれも、ﾔ０語義よりして、蝦夷の中売ダとらえられ特別に順化された

ものと推量されるc、順撫されるという事は生蕃から熟蕃へ０変化であるが、此熟蕃０意を示すものと

して､は斉明紀五年七月戊寅の条に、我使が唐の天子に蝦夷を鰍じた時の言葉に「類有ﾆｭ三種..、違者

名二都加留-、玖者直蝦夷、近者名二熟蝦夷-.、今此熟蝦夷毎歳入二貢本国之朝-.」(25)と言ったとある

中の熟蝦夷がそれで、しかも熟蝦夷０名が其後見えない点から考えて、多少の喰い違いはあってもそ

れが後の俘囚の前身ではなかったかと尽､われる．俘囚や俘、頂が熟蕃的な､ものであったらしい事は叛

乱０蝦夷や奥地の蝦夷を意味する賊（1o1、120、213、216、219、2恍〉窄賊虜、逆具(221)、逆類

　（16り、醜類(2is:〉と対立的に用いられて居り（賊虜、逆虜の虜にっいては後述）又後述する如く

蝦夷を征伐する軍役に使役された事等によって十分察せられる所である．便に俘囚と俘ｃ熟蕃的性格

を示すも（z）としてそｏ姓名を見なければならないが、これは夷や蝦夷と対比しなければならないから

後述に委ねる事にする。

（２）
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　次に俘囚に就いて、それが上述の如く蝦夷（召）とらえられて順撫芯れたものであるとの解釈に対し

て、題紀、御護慶雲三年十一月己丑（81）と宝亀元年四月朔（8べ）の両条に我良民の蝦夷０為にとら

えられて俘囚となったと称滑る･ものが、そ０事情を述べて良民に帰ることを願って居る事を論拠とし
　　　　　　　　　　｜　　　　　　　　　　　　　ニ

て、俘囚をすべて我良民が蝦夷ｏ為にとらえられたもめと解する説もあるが、若し然りとするなら

　・ば、かｘる特別の請願なくどもすべて良民への復帰が、とりはからわれる筈であるから、かｘる場合

　は例外と見なければならない。

　　以上は熟蕃六=る俘（俘囚）について述べたｏであるが、次にそれと区別して用いられた「蝦夷、夷

　秋､夷」等が生蕃熟蕃をも含めた異民族を総称する場合のある事は､俘囚という表現があらわれなかっ

　た極く初期の時代は勿論其後に於いても、例えば俘囚を使って蝦夷を伐っのに「以夷秋攻夷秋」（21

　6）と加、「以夷撃夷」(210)とか、「以賊伐賊」(125)の様な表現によっても知られる。然しそれ

　を狭義に川いた時は順撫されざる蝦夷を意味する事は、それが逆類r22f.)凶賊(210)狂奴;醜類（2 1･

　2）｡と同意である事の外、俘を以づて夷を伐ったとか、(125)又夷が外部から俘を攻県する（同j）と

　か、夷が新たに内附せんとすろのを俘がさまたげた（9t）とか、秋にっぐては「激喩狂秋」「55」）と

　か、凶賊霧消（512）とか荒状反叛(208)とか箔賊、夷位（l凩）と･言われて居る事等によって永されて

　居るｏであり、又その姓名について見ても後述の如く、俘囚と明らかな差別を示して居るのである。

　　次に「夷俘、俘夷、夷揚、秋俘、俘秋」等ｏ語がある。此等応）中、俘男と夷俘は同義であり(196)、

　秋俘は俘秋と(72)、夷虜は夷俘とC21(5)同意に用いられて居る。而して統紀、宝亀四年正月朔の条

　（86）に見える夷俘と、同月庚辰の条（87j）に於ける「蝦夷俘囚」とが同一の意味を持つとすれば､夷俘と

　は蝦夷と俘囚とを別々に指す略称である事になるが、又俘夷、物部斯波連宇賀奴(172)とか、夷俘、

　爾倣南公阿波蘇(94)等という姓名がある所を見ると、夷俘には纒った概念がある様に思われる。又

　夷俘（夷揚）は明確に俘囚と区別」され(94)叉対立的に用いられる･･(216)と共に、夷俘（夷虜）と賊

　夷(226)、夷党（210と2日との比較対照）、賊（99）、撥狛、醜類(209)とは同意に用いられて居るｏ

　である。而して夷俘゛（又は俘夷）が夷ぐ夷秋）と同義であった事は爾倣南公阿波蘇が夷（1）2）とも夷

｀　俘(94)とも言われ、津軽の夷俘が夷虜とも言われた事(216)の外、数例（73、99、185、20U)あ

　る。叉夷俘と夷秋（lo4、146、210)、秋と秋俘（72）、秋俘と夷（227.）とは同じ意味に用いられ六=。

　而してそ（zﾆ）姓名に於いても夷俘は夷の系統に属して居る事は後に述べる。

　　以上によると夷俘は俘囚と異なり順撫されざる蝦夷を意味するわけであるが、又賊と夷俘（7り賊

　（地）･と秋俘（71、卯7）とは区�され、逆類と俘夷(172)も対立的存在となって居る場合も’見られ

　る。箪に蝉夷とか夷秋と言わす俘夷とか夷俘というのはそこにデリケートな言葉の使い分けがあるの

　ではなかろうか。秋俘の初見、続紀、天平九年四月戊午の条に逗睦奥持節将軍大野東大の言として

　「夷秋等或懐二疑價し、悟（中略）差二帰服秋和我君計安昼-、遣。山道一並以二使旨一慰喩銀二撫之_、､（中　_　　　　　　　_＿

　略j）将軍東大（中略）自忙（中略）騎兵二百九十六大、銀兵四百九十九大、当国兵五千人、帰服秋俘二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　_＿

　百四十九人-｡､（中吃）即日到二出羽国大室駅-、出羽国守正六位下田辺史難破将二部内兵五百人、帰胆秋

　一百四十人-、在Ｊﾋ駅-｡、（中略l:）呉。将軍東人一共入。胞圭-｡、（中略）低程等日、従よﾋ罹保許山一至二雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ3j）●
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勝村一五十余里、其開平、（中略）四月四日、軍屯二賊地比羅保許山一、先､｡是田辺難波状個、雄勝村
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

括亘等三人来降、（中略）東人日、夫墾任者甚多ぶ價-､其言無。恒、不。可二斬信一、（中略2〉難俳議日、

発。軍入二階地-者、為。激二吸俘秋築。械居よ。民､非Ｊ､窮。兵残ユ害順服-｡、若不。許二其請一、凌爪直進者、　　　　_　　_　　　　　_

俘等腿怨遁Ｊ
－　　　　　　　　　　　　　　　一一

惣一千六百九十余人、或去「本土-｡、帰二慕皇化-、或身渉二戦場-、具ｄ賊結。怨、惣是新塞､良米。安堵-」
　　　　　　　　　　　　　　　　r.　　　　　　　　　　　　　　　　←-

とある０を見ると秋俘又は夷俘は爽秋にして「新来順服」せんとするもので夷から俘への過渡期的性

格が見られる。そこでは「俘」と「秋」と「狭俘」とが同義に用いられ、外０場合には混同されない

「狭」と「俘」が「秋俘」を媒介としで結合して居る。類聚国史所収、弘仁七年八月朔０勅に夷俘に

ついて「雖。従。皇化-、野心倚存」「143」）とあり、又同書､弘仁七年八月考丑の条「144」）に内地に移さ

れた夷俘について「延暦廿一年格云、荒服之徒米。練二風俗｡」とあるすぐあとで「今夷俘等帰託年久、

漸染ユ華風-」と言って六年以上を経た口分田から田租を収めしめた０によって見ると、（一方俘囚に

っいても野心を改めざる事あり(101、!23j）又弘仁十三年九月聚丑(150) CD俘囚吉弼候部小槻麻呂

ｏ言にも「己等自。帰二皇化-、経二廿箇単一、漸染二皇風-」と言っ不公民たらん事を願ったとあるから、

必ずしも友=れだけで夷俘と俘囚の差を云々する事は出来ないが）モこには夷俘が次第に俘囚化して

行く過程を示すものがあると思われる。;濃述する如く蝦夷という用法力畝第にすたれて俘囚に対立す

るものとして「夷俘」とか、そ（zﾆ）略称だる「夷」という用法が優勢になる事も、箪に蝦夷から夷俘へ

ｏ言葉の転化にとｙまらす、純梓型の生酋の減少、消滅により、それをあらわすｏに、草なる「蝦夷」

や「夷秋」では不十分になった事によるものではなかろうかと思われる。

俘や場はこれ･だけでは俘囚と同様に熟蕃を意味するも０であるが、さきに述べた賊虜、逆虜（221）、

辺虜（96）、反虜（ｍ、924)、降虜(226) (DJg.や、俘賊（68）y.叛俘("130、1472）の俘が明らかに一

旦内附した俘囚である場合は一例(124と147との比較照合）０みであり、其他は（内地移住の俘囚ら

　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　１しき場合二例（68、130)を除いてはｙ頁俘又は夷虜０省略であると思われる‘。特に「虜JO中の二

例（211、220)は明らかに夷虜と同義他示す・　　　　、。

　次に蝦夷の特殊なものとして田夷と山夷がある。田夷は俘囚、夷虜、夷秋等と区別されて居る（72、

233)が三代実録、元慶五年八月の条（2332）には俘囚と同様に「或疲二於倣哉｡｡」とあるのによると軍

役に使役されたらしく、又天平九年四月、田夷、遠田君雄人は郡領として夷秋を慰撫し（72）、弘仁三

年九月には有勅０田夷、竹城公金弓を公民に編戸し(i;u)、天平二年正月には田夷村の蝦夷（これは

恐らく田夷と同じであろう）を以って霜家を立て（70）、弘仁三年四月には出羽国の田夷、置井出公

皆麻呂等十五人に賜姓されて居る(129)。郡家を建て公民に編戸する事は後述する如く一応熟蕃（俘

囚）化し六=も０に限られて居る事から考えて、それが俘囚に近い性格０も０であった事が推測される

が、然し必ずしも一致しない事は田夷害俘囚を一応区別した用例（72、233}や「田夷村ｏ蝦夷」（7り）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-

という表現や、田夷の姓には後述する如く夷の紅に属する者が多い事によって推察されるのである。

即ち田夷は蝦夷の中で特に田地を具え､られて豊耕を行い、漸次順化されっｋあったものではないか

と思われる。山夷にっいては続紀、延暦十八年三月壬子ｐ条に「停二出羽国山夷祗｡｡、不Ｊｋ山夷田

夷-、簡、有勤者一賜焉」とあるのによ4Sと田爽と同腺、順化されっｘあった蝦夷の中、田を具えられ

　　　　　　　　　　　　　　　･’　　（４）　　　　　　　し
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て農耕を行いっＸあった田夷に対して、山夷は山寄りの地帯に居住し六=も０ではなかろうかと思われ

る。さきに述べた田夷０有力者をし七蝦夷を慰撫せしめ衣=と同時に帰伏の秋、和我君計安価をして山。

道０夷俘を慰喩せしめたが（722）そ０和我君の君は田夷、遠田君０「君」と同じく「公」に通じ土豪

の酋長を意味するもので、夷又は夷俘０姓に多く、俘囚０姓には余り見られないものであり、此等の

事は蝦夷０中で俘囚の系統とは別に順化されっ口

　次に同じく蝦夷の中に城養（拙鹿）の蝦夷がある。斉明紀元年七月己卯、机養０蝦夷に冠を授け（2

0）、同四年七月甲中、位を授け(23)、持統天皇三年正月朔、柵養の蝦夷に出家を許した事(3-1)が

見えて居る。此等は俘囚０初見（帥亀二年2〉より前で当時蝦夷に冠を授け、出家せ｡しめるという熟

蕃的取扱いは蝦夷０一部を城内に於いて養い順化した者に対しては、あり得る事である。而して其後

「城養JO文字が見えない０も、そういう順化０仕方が一時的で、後には大規模な内附に変った事に

よるも０ではないかと考えられる。

　以上述べた所を要約すると大体次の様な類型になる。

　　　甲、俘囚一俘虜一俘（又は虜）

　　　乙、蝦夷一夷秋一夷’

丙、夷俘（又は俘夷）一夷欽一夷
へ

　而して甲を熟蕃、乙と丙を生蕃又はそれに近いものと規定する事が出来る。而して夷俘と蝦夷とは

ほｙ同義であり乍ら時代を異にして用いられる言葉である。今此等の事を更に確める為にその姓名に

ういて桧討して見度い。（次表に於ける後掲史料番号は時代順になって居る。）

　俘　　　　　囚

吉禰侯部荒嶋
　　　(り4)

　　同

大　伴

　　　真麻呂
(95)

　部　阿旦良
(96)

吉伺侯部黒田
　　(1り1)

同
　(1り1)

同
　(101)

同
　(101)

同
　(109)

同
　(1り9)

同
　(113)

同
　(n3)

同
(･121)

同
　(138)

田苅女

都保呂

留志女

子成

押　入

色　雄

皿呂

小　金

高　来

　　　　俘

　　　(帰俘)

吉弧侯部　於夜志閉
　　(lｚ4、U7)

　　同　　　留　岐
　　　(125)

　　同　　　宇伎奈
　　　(135)

　　同　　麻須
　　　(135)

　　同　　　豆僅奈

　　.(136)

　　同　　　等波醜
　　　(145)

　　　(俘魁)

玉作字奈麻呂
　　　即3)

蝦
一
足

大　羽

遠津

夷
一
　辺

　辺

，辺

糟
　
荷
　
嶋
　
名

　
３
　
５
　
３
　
ｊ

　
１
１
’
部
鹿
μ
穏
以

　
ぐ
　
ぐ
　
ぐ
　
ぐ

綾
　
恩
　
謄
　
菟

伊　高　岐　那　　　(31)

　　(城狐蝦夷)

脂利古男麻呂
　　　(34)

　　　(同)

　　同(34)胞折

入 釣，魚
(37)

伊一奈　理　武　志
　　　　（38）

　　　（5）

　　　　夷

(田夷)遠田君雄人

　　　(72)

(同)和我君計安愚
　　　(72)

胆沢公阿奴志
　　　(絢

爾散南公阿破蘇
　　　(92).

大墓公阿旦利為
・(1り6、1り7、1り8)

盤具公母礼
　　(106、108)

浦田臣史閥薦
　　　(ｍ)

去　返　公　島　子
　　　(Uii)

(賜姓)浦上臣島子
　　　CU2)

伊　加　古　島　子

　　　(125)　　、

浦　田　臣　山　人
　　　(127)

爾散南公独伎
　　　(127)

(田夷丿　謳菖出公砦

　　　(lai))

夷　　　　　俘

一
爾散南公阿波蘇
　　(94)

宇加米公隠賀
　　(94)

物部志波連宇加奴
　　(172)

尺　浹　公　乎　纒

　　(19り)

宇賀古秋野
　　(19り)
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　　同　　　年　子
・　　　(138)

　　同　　　欠奈閑
　　　(]-lC)

　　同　．八代瞬呂
　　　(151)

　　同　　　良佐閉　　　(I5ro

　　同　　　衣良由
　　　(153)

　　同　　　長　子　　　(154)

　　同　　江岐啄呂
　　　(155)

道公千前哨呂
　　　(156)

吉伺９部　血気雍呂
　　　(157)

　　同　　　葦手子
　　　(]r>7)

　　同　　　軍織呂
　　　(]58)

　　同　　　佐印゛占　　　(ir,S)

　　同　　　於等利　　　(101)

　　同　　　宇加奴
　　　(1阿

　　同　　志政志宇
　　　(163)

　　同　　　億可太　　　(163)

剛敵南公志礼初
　　　(]fi:t)

宇漢米公　何毛伊
　　　(163)

吉伺候部於加保
　　　(』伺

伴　部　子‘　羊
　　　(j65)

爾敵南公廷多孝

　　　(174)

一丸　子　廻　毛
　　　(176)

道　公　宇　夜　古
　　　(ls6)

　同(】昌y奈　岐

吉側侯部　黄　　泡
　　　(187)

　同　　　酒田晦呂
　　　(]88)

伴部建哨呂
　　　(IS'.))

瀧江正月廊呂

　　　(216)

　同　　賜加止
　　　(316)

　同　　Ξ　門　　　(22H)

遠胆沢公秋雄
　　　(22S)

〆

　　　　　　　　ｌ

邑良志別　宇蘇側奈
　　　(54)

須賀君岩茸比留
　　　(54)

物部連永野
　　　(2;u)

　個趾g械臍直
　賜姓些阿呂，
　　　　（1卯）

　（田夷）竹城公金弓
　　　べ大汗

　（同）同　多知豚呂
　　　（1:u）

　c同）貴田竹城公継

　　　（iM）

　（同）白石公高山･

　‘’（131）

　（同）茫山花豚呂
　　　出1）

　（同）宍倉公高畷織

　　　£5　　　(im)

　（同）石原公多気占
　　　(l:;i)

　（同）柏原公広足
　　　（抑Ｄ

（同一）遠田公五月
　　　（331）

（同）意哩公持附呂
　　　川1）

（同）同　謎晦呂
　　・（13］）

（同）遠E日公浄継
　　，（13］）

（詔m. m m.mi

　　　(1311

（同）睦奥高城巡
　　　（］S1）

（同）睦奥.小倉巡
　　　○川

（同）陸奥石原巡
　　　（ln】）

（同）椋　崎　巡
　　　（BI）

（同）遠　田　巡
　　（JM）

（同）窓　胚　巡
　　　（1制）

I（同）睦奥意経巡
　　　（］31）

遠胆沢公母志
　　　(i"fO

都和利別公　阿比登
　　　（W）

罠　江　枚　子
　　　（169）

守　志　為　奈
　　　(169)

剛敵南公沢成
　　　（匹）

　　同　　　阿　継
　　　(]0S)

　　１

●

　　　　４

　　　　　　　　●

Ｃ６ｊ）



夷 俘 考 (柚卜部)
6９

’上に就いて気付かれる事は俘囚及び俘の姓に吉弼侯部（公子部叉は吉美矣とぢ書く）が大部分を占’

めて居る事である。此姓は豊故入彦命と御諸別王０後裔たる上毛野、下毛野両氏の部民であり（太田

亮氏「姓氏家系大辞典」参照）そ０為､奥羽（Z）姓に多い０は当然であるが､それが四道将軍以来の来歴

を持つ点で由緒の古いも０である。又大伴部、伴部は大伴氏Ｃ部民であり、玉作は玉作連、玉作造の

部民の姓である。深江は旧事本紀り中の国造本紀の条に高志（越に同じ一筆者註）･深江国造とあるも

ＯＸ系統を引くも９（越後国、頚城郡、沼川郷、深江村の地名から来たものj）か、或は羽後国、平鹿

郡、深井邑｡（深江になまる）によるも(Ｄ卜不明であり、太田氏は後者を取って居られるが必ずしもそ

れは断ぜられない。爾散南公、遠胆沢公（遠胆沢は胆沢郡以北０地を指す）、宇反米公は夷０姓にも

　　　　　　　　　　ふサッナッ　　トずイザワ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　。

見られるも０で歴史的由緒の明かでない蝦夷姓であり、謬ろ俘囚としては例外に属するも０であり、ご

しかもそれ等は承和以後（ﾌﾆ）も○である。道公は道君に通じ、姓氏録には大彦命の子孫とあり、北睦の

大族であるが､此場合はもとの蝦夷種で大彦命に服したも０が主家０系統を同すに到ったも０であろ

う。丸子は古代の大豪族和遍氏の部民で東国に多いものである。（「姓氏家系大辞典」参照）以上俘

囚（Zﾆ）姓を見ると大部分ば歴史的由緒の明らかなものであっ七、此点比較的早くから皇化池帰した蝦夷。

稲０名乗った姓である事が考えられる。

　次に蝦夷（夷）及び夷俘の姓に就いて見ると、田夷０置井出公は羽前国、鮑海郡、置井出村０地名

によるものである。而してそれに対して新た池賜った上毛野緑野直の姓は東国０豪族上毛野氏に因ん

だも０でそ０「緑野」は上野国緑野郡（延喜式）の地名から来て居る。又物部志波連も地名「志波ｙ陸

中志波郡」を取って居る。和我君は陸中和我君に）豪族であろう。既述の如く公は君と同様土豪の首長

をさす称号（姓）の一つであるが、俘囚に少く夷姓に多い事が気附かれる。爾散南公、宇反米公は俘

囚姓にも少しあるが都和利別公、大墓公､･須賀公、去返公、尺反公、田夷０石原公、小倉公､竹城公4

白石公､ｊ

は地名（陸前　逡田郡　竹城邑、陸前　刈田郡　白石邑、岩代　信夫郡　小倉郷）から来たものであ

ろう。又由良志別公は陸中、謄沢郡、由良志別から、須賀公は陸前、･下閉伊郡、須賀から来六=もｏで

あろう。浦上臣、浦田臣は播磨の夷であって由緒は不明であるが公民化せるものである。因に浦田臣

史閥憚（110j）は浦田臣山人028）と同一人であろう。宇賀古、伊加古、伊高、守志は由緒不明であ

るがこれも夷姓である。以上によってc見ると夷又は夷俘ｏ姓には二、三の例(129、132、172、231)

を除けば所謂歴史的由緒のあるもｏはなく、其他由来（zﾆ）明らかなものも単なる地名に､よるもｏであ

る。此事は田‘夷に対して臣、連の姓を賜った場合も同様である。此点、夷及び夷俘が順化の遅れたも

のである事を示すものと思われる。而して夷姓０中、唯一の例外と見倣さる可き物部連永野(231)は’

元慶年間のも０で、駅語という特別の場合である。又庇述の俘囚姓０中の例外的な夷姓(174、176、

228)は何れも承和以後０も０で、後述する如く夷俘、俘囚０性格０漸く混合して来る時代のも０で

ある６そして俘囚の中には吉弼候部荒嶋、同子成、同押入の様な姓名共に熟蕃を示すも０と、吉弼侯

部宇加奴、同於加保の如き俘姓、夷名０ものとあり、夷（夷俘2）には宇加古秋野、爾散南公沢成､、去

返公島子の様な夷姓にして熟蕃名０ものｘあ芯のは注目される。史料が限られて居るが俘囚は順化が

姓から始って名に及び、夷は名から姑って姓ぶという過程がとられて居る様に思われる。明夷C129^ 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（72〉　　　ト
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131)も後者の過程を取って居’る様である。即ち俘囚の順化は比較的早く、従って村落又は同族の者

･が全休として順化せられ、夷（叉は夷俘）はそれが遅れ貴為、個人的に抜き出される返程がとられた

:様である。　　　　　　　　　　　　　　　　。

　次に気砂防ゝれる事は生蕃的なも０を示す姓の中、時代的に蝦夷姓０終る所に夷俘姓又は夷姓が始っ

て居る事である。此事は夷俘（又は夷j）が蝦夷と大休同義であり乍ら時代を異にする表現である事の

外に、さきに述べた如く蝦夷（わ純林型の消失によるも０ではなかろうかと思われる。此事は叉次に述

べる賜姓其他の場合にっいても見られる。

(俘　　　　囚　　　　組) (暇　　　　　夷　　　　　仙)｀

叙位、叙t跨、有

位、有励者

(△印は盾のみ)

乙

　　　　　　　一一一一一一七七八八九九〇二三五五五
一六七八三回九一石三日五

　　　　　　　　⌒一　　　　　　　　俘俘　　　　　　　　－ヽ-･

一一一一一一一一二二二
五六六六七八八八二二三
八二三五回七八九三八九

　　　　　　　　　　　　Ｑ　　　　　　　　　　　　停

　　　　　　　　　　　　叙
　　　　　　　　　　　　位

　　　　乙　　心　　△　　　　乙△　・

二二一三三目玉玉六六七七八八八八
ごご○ｻﾞ価三｀四〇二三六〇四七八

D　　　　需

乙一一一一一一一二一一二二

九－一二三Ξ四六七八九〇三
ヅ尺合こ二こここ芒三こ－

｀馬脚･詮馬田夷夷夷俘夷馬夷
芒Ｔ芭ぺき｀'ぎ71?｀｀゛゛仔

賜　　　　　性

－
○
九

　一＿＿

五一二三八

〇二九一

　夷田田

　゛夷夷

郡領、村長

　　一
二七--

二二六　　　　　　　　　　　゛

　田男　　　　　　　　　　，

，･夷俘

　ＷＷ　　　　　　　　　　●

公民に編戸、

郡家を娃つ

　　　一－三八八五五

一一二〇一‘

偉

人

　　　　一

Ｉ五五七三
〇四〇一

　　　田.田

　　　隣男
　　　村－

田を給す

一
五

一一

内　　　　　　　　　　　‘
地

　　一　一　一　一

七　一　四・四　ﾌﾟ呵
三　五　四　六　〇

_、．＿一一、．一

男帰男丙夷帰男内夷内

俘降俘地俘降俘地　地
ｗ’心″　｀吻一　WW

軍役に使役

　　一一一一一二二二二
七七二二二九九〇一一三

五六〇一回四六二六八三

　　　－ヽ⌒⌒⌒⌒　　　俘俘内内内

　　　｀‘゛坦坦坦

　　　　　K｀ﾊ’ﾉ｀゛　　　　　、

　　　　　　一一一二二二二六七七七七一三七〇三三
六二二三五六五六〇〇三八

　　⌒⌒　-ヘーヽ-ヽ一⌒-ヽ
　　帰郡　　　郡内夷内俘内夷内田郡内
　　服俘　　　俘地　地夷地俘地夷俘地

　　鋭｀゛　　心'心/心/心/　？　｀之
　　－　　　　　　　　　　－

（8:〉
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７１

● 　 　 　 　 　 　 　 ●

労役に使役

一
－
－
一
五 　七六四　　　　　　　．

　夷
　俘

朝貢、入京

Ｏはｍ複のも

の

　　　一二
八八八日四
七八九二一

　　り⌒
　　停内
　　大地
　　朝゛

　二二二Ξ四四四四五五五七八八
六一三五二に）一二八二四六八〇三

　　　　熟
　　　　暇　　　　　　　　　　　　　　　　‥

　　　　夷

ら　　心　　　　　　一←-
八八八八八九二六･
四六七八九二八四
～ｒい’ﾉ　りぺらり

　両　　停両両脚　　　　　，

　俘　　人゛゛俘
　゛　　　朝　　　Vw/

内　附　帰　降

　　　一一
七七日五

‘二七五日

⌒　⌒俘　俘　　　　フ　　　　ノ
長　　－

　　　　　　　　　　　一一一
　　一一一一二二二七九九〇〇〇五九〇フ四八‾二六三‾八三六七
　　　　　　　　寅莱莱黄毎毎
　　　　　　　　信一言言゛｀｀‘'

　　　－－二函石三回　・　　　　＼
五一四二三
匹毎和
言信言筥

娶　　　　応

　　一二　　゛
八九〇三
八四二三

　　　　　　　　　　一一一一　　　　　　　　　　＿＿＿　＿

一一二二二Ξ八八九一二二、三

五六二八九三〇八四九二六．三

　　　－　　　　⌒⌒⌒⌒－　　　男　　　　　夷秋男夷秋田

　　　゛　　　　　俘俘眠俘　男

　　　　　　　　　≫^^ s―'＼_^^―≪"心

賜　　　　　腺

　　一一一
八八〇三一

七八･二二八

　　　　　　　　　　　一一

三三笠六七八八八八八九九〇一

七八九一九〇三回七八一八〇七

　　　⌒　　　　⌒⌒-⌒　　　夷　　　　　　　　夷夷山田秋

　　　゛．，　　　　　　　｀-゛俘,夷夷｀-’
　　　　　　　　　　－-

．賑　　　　　瞥

－←-－二
二三八一
五八四六

　　　民
　　　俘

7一一一二
五八八二
九一二七
,-、。－－
夷民俘俘
俘秋夷秋
べ%_･>-''―'

公狽支給

(夷　　　　料)

一延喜式（巻2･3）･には三十四ヶ国の俘
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　以上に於いて先づ気附く事は蝦夷という表現は極く初期の間だけで、間もなくそれが夷俘又は夷と

いう表現に代って居る事である。（二、三の例外はある。j）

　次忙箇々ｏ場合について考えて見ると、叙位は外位であづて、一般ｏ位とは異なるが、それば一旦

内附し順化せられたものに対して行われるもｏであるから、従って俘囚組に多いｏは当然であるが、

一面それには懐柔政策も含まれる（93、9りので、必ずしも純梓型の熟蕃たるを要しないｏである。

蝦夷組ｏ最初ｏ二例は城養ｏ蝦夷であり、其次ｏ五例(28―60)も･熟蕃を特厦俘囚といラ言葉で表現

しなかった時代ｏものである。そｏ他二例（72、131)は田夷であり、三例（8o、84、94）は7叙位よ

りは軽い意味ｏ叙府（第一等、第二等、等の称号の授呉ｙである。結局14例が問題となるが、そｏ中

1o例は夷俘又はその略称たる夷であり、此等は既述の如ぐ純粋型の生蕃ではないであろう。そしてそ

の中の一例(L16)は夷俘にみだりに叙位するを停めたもｏである。而して･俘囚という言葉が使用され

る様になってから「蝦夷」として叙位されたもｏは四例（76、87、88、231)であるが、此中はじめｏ

三例は「俘囚」という言葉が「蝦夷」から分離（67）してから「夷俘」という言葉の出て来る（72､）

迄の期間ｏもので、従ってその「蝦夷Jo中には後の「夷俘」をも含めた概念があり、‘かｘる言わば

牛ば熟蕃化したものを懐柔する意味に於い七叙位が行われたと思･われるｏである。最後ｏ一例(231)は

元慶年間ｏもｏであり、しかも訳語一名に対する叙位で、極く例外的ｏもｏである。

　次に賜姓に就いて、俘囚ｏ場合ｏ殆んど見ちれないｏは、既述ｏ如く俘囚は皇化に帰すること早

く、集団的に吉弼候部其他ｏ姓を名乗る様になった為に、特に賜姓として歴史の記述にあらわれなか

った事によるものであろう。（俘囚（z）一例は公民姓を賜ったものである。）これに対し、蝦夷、夷俘に

数例見られるｏは、何れも個人的ｏものである事が注目される。但し一例(131)田夷ｏ場合にやｘ

集団的な賜姓が行われて居る。郡領、村長にっいては後述する。

　次に生蕃と熟蕃を決定的に区別するものと思われるｏは公民編戸であら郡家を建てるのも「百姓

と同じくす･る事」(54)であるから公民編戸と同じである。即ち一度俘囚となった者にしてはじめて公

民になる事が許されるｏである。俘ぷ1例の中ｏ二例(31)は蝦夷ｏ願いにより俘人を以って郡家を立

てるとあるもｏで、此の俘人は既述の如く俘囚と同義ｏものではないかと思われる。而して蝦夷ｏ二

例（卵、54）は何れも俘囚の言葉の使用される以前のものである。結局編戸は俘囚と田夷によってな

された○である。　　　　　　　　　丿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

　次の田地支給は大部分内地に於けるものであるが、これは田租をと､る場合にも必一宇しも公民に編戸

する事を意味しない。暖紀､天子宝字二年六月條（78）にそれよ･り先､天平十年閏七月の勅（統紀及び類聚

三代格にも敏らず）によって「量。給種子二、令。得、佃田-、永為ｓ王民-、以完二辺軍-」とある王民は必

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てＨ）　　　　　　　　　　丿
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少しも公民を意味しない事は、その同じ条Ｋ「夷性狼心、獄予多ｉ疑」とある事や､｡「充二辺軍一」とい

う軍事的な便宜主義の外に､大同元年十月壬戌(115)に夷俘を西海Ｃ防人として口分田を給する時「勿。

同ｚ平民-」とある事、又弘仁八年九月丙申(i4f;)常陸国で六年以上を経た夷俘０口分田は田租を収め

るが「而夷俘等雖。鴛ユ厚恩-、未。発ユ貪乏-、伏望暫発ユ田租-、以揖7夷秋-」という表現がとられて居

る事等によって考えられる所である。　　　　　　　　　　　’

　次に軍役へ０使役は夷俘０大部分は内地の場合で主として盗賊逮捕の為であり、外の蝦夷と内応す・

る恐れ０ない場合である０に対し、俘囚の場合は大部分奥羽に於けるものである。即ち熟蕃を以って

奥地（こ）蝦夷を討った０である。

　労役使役は省いて入京、朝貢は蝦夷に多いが、皇極紀元年九月葵丑０条に是歳（中略）蝦夷隼人率。

衆内属、詣･。囲朝厭」とあり、類聚国史、延暦十一年七月戊寅勅に、「争聞、夷爾散南公阿破蘇、遠

慕二王化-、情望ｚ入朝-、言二洪忠歌-、深有。可。嘉」とある様に、入京朝貢は次に述べる内属、内附と

同じ意味を持つ場合もある０である。　　　　　　　　　　　　Ｊ

　内附、帰降が蝦夷、夷俘に多いのは、－旦内附し熟蕃となった俘囚には特別の場合以外は帰降内附

の必要がないからである。俘囚の場合０中の一例「俘長」は俘秋０長０意(72)で夷俘の例に属する

のである。

　次０饗応、賜除、賑仙は「若不二労賜一、恐生ユ怨恨こ」「222」）とか、「若不二優慎一、民夷難。和」（227）

と言われた如く、蝦夷と夷俘にも少くないのは当然である。

　公趙支給は主として内地に於けるも０であって六国史等には主に爽俘料となって居り俘囚料とある

０は一例(175)で、承和年間０も０である。これは農耕を行わない異民族に対して叫えられたも（乙）で、

俘囚さえも天長八年に甲斐から駿河に移された０は漁塩に便利な為であったし(157)、又夷俘にっい

ても「常事二遊鎬-、徒足二課役_」（19りと言われた如く農耕に馴れなかうたから公料を支給されたの

である。即ち公料支給は俘囚よりも寧ろ夷俘に重点を置いたであろう。それで最初は主に夷俘料と言

われたが承和年間から俘囚料という言葉があらわれ、延喜式には遠江（夷俘料j）と出羽（秋祗j）を除

く三十四ヶ国（其他支給されない国もある2）に於いては俘囚料々言われる様になっ六=。言葉０混合は

平安中期以後起って来るので、事は後に述べる。

　出家入道は俘囚の文字が使用される様になってからは蝦夷にも夷俘にも見られない。・

　不馴０故に敦喩されたのは夷秋に圧倒的に多い０は当然である。反乱も夷俘に多く、俘囚の場合は

主として内地に移されたもので､｡それも地方官０所置０よろしくなかった０によるも０であろう事は

類聚国史、弘仁七年八月朔の勅に「今因幡伯者両国俘囚等、任｡意入京､越二訴小事-、此則国吏等撫慰

失。方、牛脂乗、理之所。致也」とあり三代実録、貞観八年四月乙酉応）官符に国司を「無。心ユ存位一」と

いましめて居る様に、地方官吏の取扱いがよろしきを得なかった為であろう。、

　次０征訂j･警戒の例について言えば、俘囚の中、叛俘、反碍とある俘、虜は既述の如く夷俘、夷膚Ｏ

略称であろうし、そ０意味で夷俘０例に属す可きもので。其他は叛乱０場合と同じく、主として内地

のも０である。ヽこれに対し夷俘組に於ける征討の大部分は奥羽に於けるも０である。

　内地移配は俘囚０場合は殺害によるものCi15)、「不改野心」によるもの（LOり等があり、又「招ニ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12 2）　　　　＝
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.夷俘-、以入ﾕﾕ中州-、為。変二野俗-、以剽中風化と」Do4）･と言われ、或は『其蝦夷者依、請須、移二配中

国-、唯俘囚者√思ｚ量便宜-､″安』

化せざるもの、激化ｏ為であったろうと思われる。

　これは次の夷俘長にっいても同様で、弘仁三年六月戊子ｏ勅（130）によると｡内地に配置された夷俘

が朝制に従わざる為、その同類ｏ中から衆に推服される者を選んで、その長とする様命じて居り、天

長八年十一月己亥(15S)、安芸の俘囚長が激喩ｏ功があったｏで叙位され、天安二年五月己卯(185)、

近江国では「俘夷之徒、老少無」」、放縦為。事、乱暴任。意」の為に夷長を置いた事により、それを

置いた目的が知られるのである。即ち完然に熟蕃化したもｏには､’そｏ必要が少いｏである。俘長（z）

初見は天平九年四月戊午(72)の出羽国雄勝村の俘長来降がそれであるが、そｏ俘は此所では既述の

如く秋俘、夷秋と同義であるから、俘長は俘囚長ではなく夷俘長を意味するのである。又大同二年三

月丁酉の制（ｕ6）に陸奥の国司が夷俘を選出して或は位階を授け、或は村長に補するのをと･ごめる事

が見えて居るが、俘囚を以って村長とする事は出て居ない。貞観年間諸国Ｃ俘夷の野心を制御する為

謀略ある官吏を以って夷俘専当とし、併せて「統領選士幹。事者」を以ってそ０長とした(196)のは

さき０夷俘長とは性質を異にするものであるが、その目的は同じく激喩の為で俘囚０場合に見られな

い０は偶然でない○　♂　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　以上によって大体、俘又は俘囚の熟蕃的性格、蝦夷又は夷、夷俘０それと異なる性格を知る事が出

来る。しかし順撫０進まなかった初期、奈良時代以前に於いては「蝦夷」を以って両者を鼓ねしめ、

馴化が幽んで来ると共に「俘囚」が先づ「蝦夷」から分化し、続いて「夷俘」（又は丁夷））が俘囚と

対立するも０として「蝦夷」に代ってあらわれる０である。而して蝦夷民族０順化が更に進み、生蕃

的性格が次第に消滅し、奥地に於ける蝦夷も我文化を吸収し、そこに実体として０区別が不分明にな

って来たであろう事は言葉０上にも反映して来る０である。例えば俘囚と夷俘との混用（143、196、

230、234)、俘囚（又は俘虜j）と夷人と０同義使用(21S)、虜と夷(108)、虜と奥賊(･224)との混用

が見られる。既述０如く六国史に於いては大部分「夷俘料」とあるのが、承和以後は「俘囚料」とも

言われ、延喜式（巻26、主税上）には俘囚料と書き乍ら、同じ条に「凡拠ｚ去年帳一助二会今年帳-、次

計二会（中略2〉衷俣（中略2）等帳-」とある如く、そ０用法は一定して居ない。勿論、夷とか虜という

言葉には広く異民族を指す意味がある０で、必ずしも肢密には言えないにしても、又一面に於いて、’

蝦夷と俘囚、夷俘と俘囚、俘と夷は既述の如き明確な使い分けがあった０であり、此等の混用は結局、

蝦夷民族自休０変化によ･るもめであると考えられるのである。其等の言葉の混用は蝦夷征討が下り坂

となった弘仁以後、特に承和以後０事に属するという０は、一面此時代０蝦夷民族の強大となった事

に関係する様である。即ち蝦夷０強大となるという事は、我文化を取入れた事、即ち熟蕃化、俘囚化

･｡した事によるものであろう。かくの如く言葉の混用を促した蝦夷民族そ０ものｘ変化は例えば「津軽

俘囚J (222}とか、「栗原桃生以北俘囚控。弦巨多、似。従二皇化-、反覆不。定」（168）とか奥地の俘囚

（183.）とか言う事にあらわれて居る。さきに述ぺた俘囚の姓名（元慶年間）の中に「遠胆沢公秋雄」

(228)とある０は恐らく陸中、胆沢郡以北０出身であろうと思われる。既に延暦年間から百姓、俘囚

の賊地と往還する者があった（99、10りと､言う事も、奥地の蝦夷０我文化吸収を示す･ものであろう。

（13） ４
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三代実録、元慶二年六月乙丑の条に「奪二取賊弓-｡三十－、靭二十五、襖十七領、米穀糟粕亦靴｡数、

　　　　　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４　　１　　　　●
饒二賊廬合計一二」とある様に蝦夷は最初０「村之能｡首、邑之勿。首」とか、「參則宿。穴、夏則住ｄ巣、。

衣。毛飲。血」とか言われた状態から、底に俘長、村長を持ち、住居を所有し、農耕を行う状態に進ん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ　　　　　　　　　　　　ｔ　　　　　●●。･　　　　　　　　　●　　｀●ｊ、　　　　　。
で居ったも○と思われる○であるｏ゛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。　　　　　　

●　゛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｆ　　　　　　　　　　　　　　　゛　夷俘長は底述０如く内地０ものも｀蝦夷順化の為に置かれたものであり、奥羽に於いても俘長（72）

や村長(Utl)は底述０如く夷俘長である。既に順撫され又、那家に編入れ･た俘囚の場合は一般民と

同様地方官吏０支配下にあったも０ではなかろうか。然るに朝廷の威力の衰退と共に、奥羽の主権は

　　　　　　　　　　　　　　１　ｄ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　●●玖第に蝦夷民族の手に落ち、ついに夷稲出身の安槙、清原氏等０支配下に入乙事となっだ。彼等の根

拠地ば陸奥は伊沢、和賀、江刺、稗抜、志波、岩＃ｏ六都（吾妻鏡、文治5、9、23条2）亡岩手県の甫

部から中部以北に及び、出羽は山北の地（扶桑略記、康平5、12、2ぞ条）で雄勝、平鹿、山木ｏ三球

七ある。（227）三代実録、元慶二年七万娶卯の条池よるふ平鹿ﾄ･雄勝、山本三郡の毀を以って郡内其

他の俘囚に給したとあるから、多少開発されて居つたであろうが､元慶四年二月己酉の出羽国言(227)

には此三郡は「退去二国府よ逝接二賊地-、昔時叛夷之癌几民雑居丁とある様に、もとぱ叛夷球多く」

　　　　　　　　　　　　●　　　　４カク　　　Ｉ　　　　　　　　　　゛|　　　　　　　　・　　　　、　　　　　・‘住んで居た事が知られ、又此時も「民夷雌和」をおもんばかって、勅してΞ郡の「秋俘」八百三人に

殼を給したとあるから俘囚ならざる夷又は秋俘が少くなかったと思われる。然るに清原氏は平安末期

には山北、即ち此三郡０「俘囚長」であった。（扶桑略記、康平5、12、2り又陸奥０方面では弘仁

二年正月丙午（日本後紀）に和我、稗縫（稗抜）斯波勿三那を陸中に置いたが、それは延喜式（倦22）

には限って居ない０を見ると、北部の蝦夷勢力に押し返されたも０であろう。しかも後に奥六郡を根

拠地とした豪族が「俘囚」安倍報時（扶桑略記、天喜5、8、10、同5、‘9、2、百錬抄、天喜５、９、２３ｙ

　　　　　　　　ｄ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｒ　　　　ｉ　　ｚ　　　　　　　　　　　　　●　「俘囚」安倍貞任「扶桑略記及百錬抄、’康平6、2、26」）と言われた事は今迄述ぺて来た様な蝦夷民族

全休の俘囚化の結果に外ならないと思われる０である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（參　　考　　史ヽ　料）

］、日本書紀、景行天皇二十七年二｡月壬子、武内宿祢自ｚ東国-｡還之炎言、東夷之中有二日漓見国-、其

‘国人（中略2）為人勇敢、是総曰二蝦夷-、（中略）季可。取也（T下略ｙ

２、同四十年七月戊戌、本文（1頁18行目からj）に引用

３、同十月娶丑、‘（上略j）爰日本武厚（中略j）至､ﾕ蝦夷境-、蝦夷賊首嶋津御国津御等、屯。於竹水門-｡、

　’而欲。距、然廻硯二王船_、予怖二其威勢-、（中略）悉捨ユ弓矢-、望奔（中略）､蝦夷既子、（中略）於こ

Ｉ是日本武璋田、蝦夷凶首、｀威伏ｚ其墨7.、（中略j）則以二所俘蝦夷等遭

　奏二於天皇一日、臣受二命天朝-、遠征ｚ東夷-、｀（中略j）天皇（中略2）日、（中略）然東夷騒動､勿二使。

　討者-｡､忍。愛以入二賊境-k下賎）

４、同五十一年正月戊子、（上略）於。是所、忠Ｊ巾宮-｡蝦夷等、霊夜喧嘩、出入無jL、（中略）竹令。安二

　置御諸山傍-、末。経二幾時-、悉伐二御山樹二、叫丿乎隣里-ヽ而脅ユ人民、（下略j）

5、同五十六年秋八月、（上略）時蝦夷騒動、即挙。兵而曜焉､｀時蝦夷首帥、足振辺、大羽振辺、退津

　闇男辺等、叩頭而来、頓首受。罪、尽忠二其地-（下略）‘　　　＞　　　　　　　　　　　　　　１

６、同書、応榊天皇八年十月葵丑、東蝦夷悉朝貢、即役Ｊ

７、伺書、仁徳天皇五十五年、蝦夷叛之、逗二田道一令Ｊ

。略二人民-（下略）

（14）
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８、同宿、雄略天皇二十三年八月丙子、（上略）是時、征新羅将軍吉備臣尾代行至二吉備国一過。家、後

　所。率五百蝦夷等聞二天皇崩｡｡、（中略）乃相聚結、侵ゴ寇傍部-｡、（下略）

９、同書、清寧天皇四年八月葵丑、是目蝦夷隼人並内附　　　　　　　　　　　　　　　　’･

1o、同宿、鮮明天皇元年三万、蝦夷隼人並率。衆帰附｡

11、同宿、敏迪天皇十年間二月、蝦夷数十寇二於辺境-、由。是召二其魁師綾糟等_詣曰、惟爾蝦夷者、

　大足彦天皇（景行一筆者註）之世、合。殺者斬、応。原者赦、今限迦二彼前例-、欲丿洙二元悪-、於。是

　綾糟等間然恐間、乃下二泊瀬中流-、面二三諸岳一漱水而盟曰、臣等蝦夷、自。今以後子子孫孫、用二

　清明心-｡事二奉天嗣ご（下略）　　　　　　　　　　　　　　　　＼

12、同書、崇峻天皇二年七月朔、造j

13、同宿、舒明天皇九年三月丙戌、（上略）是歳蝦夷叛以不。朝、即奔二大仁上毛野君形名-、為､､将軍一

　令。討、逡為二蝦夷二見。敗（下略）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゛

14、同宿、皇極天皇元年九月葵西、越辺蝦端数十内附

15、同十月甲午、饗ユ蝦夷於朝一

16、同丁酉、蘇我大臣設二蝦蚊於家-、而躬慰問（下略）　　　　　　　　。。

１７、同害、孝徳天皇大化元年八月庚子、（上略）辺国近興二蝦廸一接境処者､可。尽数二集其兵一而獄仮中本

　主上（下略）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

18、同二年正月朔、（上略）蝦銕親附
　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
19、同四月朔、（上略j〉治二盤舟柵-、以備二蝦夷-（下略）

20、同書、斉明天皇元年七月己卯、於二難波朝一饗Ｊﾋ蝦夷九十九人、東蝦夷九十五人-、（中略）働授二

　柵養蝦夷九人、津刈蝦夷六人、冠各二階-

21･、同十月己西J（上略）是歳（中略）蝦夷隼人率。案内属、RL閥朝獣（下略）

22、同四年四月、阿陪臣串二船師一百八十敏-｡伐二蝦夷-、鰐田淳代二郡蝦夷怖乞。降、（中略）働授二恩

　荷一以評乙上こ定輿代津軽二部々領ご産於二有間浜一召轟渡嶋蝦夷等一大饗而帰レ

23｀、同七月甲中、蝦峡二百余詣。闘朝獣、饗賜隠給有Jn。於常一、男授二柵養蝦夷二人（中略）位一階-、

　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　■　●　　Ｉ　・（中略）又詔書代郡大領沙奈具那一桧JI蝦夷戸百肌虜戸ロー　　　　　”

24、同五年三月甲午、（上略）而饗護奥興。越蝦銕-、是月ｔ阿倍臣-、率二船師一百八十敏一討二蝦夷

　国-、阿倍臣簡。集鮑｡田淳代二郡蝦峡二百四十一人、其虜三十一人、津軽郡蝦端一百十二人、其虜四

　人、胆振｡鋲蝦夷二十大於一所-｡、大饗給｡祗（中略）時間菟蝦夷胆鹿島莫穂名二人進日、可。以。後方

　羊蹄一為中政所上焉、（中略）隨丿胆鹿嶋等語-、遂置ぷ耶領一而帰（下略j）

25、同七月戌寅、本文（2頁27行目から）に引用

26、同六年三月、澄二阿陪臣二率二船師二百敏一、伐二粛惧国-、阿陪臣以。陸奥蝦夷-、令。乗二己絵-＼1)::

　大河側こ於。是、渡島蝦夷一千余屯ｚ聚海畔-（下略）

27、同五月戊申、（上略j）交阿倍引田臣献二夷五十余-（下略j）

i28、同書、天偕･天皇七年七月、（上略j）又饗。夷（下略ｙ

29、同十年八月壬午、饗二賜蝦咄-

3o、同書、天武天皇十一年三月乙未、陸奥国蝦映二十二人賜二回位-

31、同四月甲申、越蝦夷伊高岐那屡、請。俘人七千戸為二一那-、j乃聴。と

32、同書、持統天皇二年十一月己未、蝦夷百九十余人、負二荷調賦一而誄焉

33、同十二月朔、饗二蝦夷男女二百十三人於飛鳥寺西槻下-、掲授二冠位-、賜。物有。差

34、同三年正月丙辰、陸奥国侵嗜曇部城養蝦夷脂利古男麻呂興丿澱折-、請JI』ニ鬘髪一為中沙門上、詣曰、

　　ぐ中略j）可。隨二所請一出家修道上　●　　　　　　　　●　　　　　　　　　　・　｀　　●●　　　　　　ゝ

35、同戊牛、（上略）是日賜二越蝦夷沙門道信、仏像一躯、潮頂幡値鉢各一口、五色綜各五尺、綿五屯。

　　　　　　　　　　　　　　　Ｆ　　　　　　　Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　●　１　　　　　　　　　　　　１●

　　ゝ　　　　　ｓ●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１５）
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　布一十端、鍬一十枚、鞍一具二（下略）

36、同七月壬子朔、付二陸奥沙門所。請金銅薬師仏像（中略）等物-（下降）

37、同甲戊、賜二越蝦夷八釣魚等_各有。差

S8、同十年二月甲寅、越度島蝦夷伊奈理武志呉二粛惧志良守淑草一、錦抱袴緋紺施斧等ヲタマウ　・

89、続日本紀、文武天皇元年十二月庚辰、賜二越後蝦秋物-、各有。差”

40、同十月壬午、陸奥蝦夷貢二方物-

41･、同二年六月壬寅、越後国蝦杖献二方物-

42、同十月己酉、陸奥蝦夷献二方物-　:

43、同三年四月己酉、越後蝦夷一百六大賜。盾有嶮

44、同書、和銅二年三月･壬戌、陸奥越後二国蝦夷、野心難JII、属害二良民-、（中略）以、左大弁正四

　位下亘勢朝臣一為二陸奥銀東将軍-、民部大輔正五位下佐伯宿禰石湯為二征越後蝦夷将軍-（下略j）

45、同七月朔、令琵者国運二途兵器於出羽柵-、為征二蝦秋一也

46、同丁卯、令。越前、越中、越後、佐渡四国船一百般戦中干征秋所・

47、同九月乙丑、財し征秋将軍等祗一各有。差　　　　　Ｉ‘

48、同三年正月朔、天皇鋼］エ大極殿一受講月、隼人蝦夷等亦在Ｊり（下略）

49、同丁卯、（上略）隼人蝦夷等亦授。位賜。祗、（下略j）

5o、同三月辛丑、陸奥蝦夷等請。賜Ｊ･姓」司中於編戸。｡、･許。之

51、同五年九月己丑、（上略j）其北道蝦秋、遠憑二阻瞼｡、実縦１狂心_、屡驚二辺境-、自二官軍雷曜二、

　凶賊霧消、放部晏然、皇民無。擾（下略2〉

52、同書、霊亀元年正月朔、陸奥出羽蝦夷、（中略2〉来朝、各貢ｚ方物-、（下略j）

53、同戊戌、蝦夷南嶋七十七人授。位有。差

54、同十月丁丑、陸奥蝦夷第三等邑良志別君宇蘇弼奈等言、親族死亡子孫数人、常恐。被二秋徒抄略二

　乎、請於。香阿村-｡、造二建郡家-、為１編戸民一永保二安堵-、又蝦夷須賀君古麻比留言、先胆以来、貢

　献毘布、常採Ｊﾋ地_年時不間、（中略j）請於ｚ閉村-、便建三郡家-、同ユ百姓-、､共率二親族-、永不。閥。

貢、並許。之

.56、同二年九丿月乙未、従三位中納言亘勢朝臣万呂言、建Ｊ:弱国-､己経二数年-､吏民少稀、徒欽未J11。

　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　●　　1　　　（中略）請令。隨近国民、遷。於出羽国一激二喩狂欽一、僥保中地利上、許。之、（下略）　　　、

　･56、類聚国史、養老二年八月十四日、皿羽、並波嶋蝦夷八十七人来、貢二馬千匹-、則授二位祗-

　57、統日本紀、養老四年九月丁丑、陸奥国奏言、蝦夷反乱、殺二按察使正五位上上毛野朝臣広人一犬

　58、同戊寅、以。播惑按察使正四位下、り多治比貫入一為。持節征夷将軍一､’（中略）以二従五位下阿倍朝臣

　　駿河-、為ユ持節鋲狭将軍一、（下略2〉

　59、同五年四月乙酉、征夷将軍正四位上多治比貫人県守、鎬狭将軍従五位上阿倍朝臣駿河等還帰

　60、伺六年四月丙戌、征二討陸奥蝦夷木隅薩摩隼人等_｡将軍已下及有功蝦夷､井訳語人授二勅位一各有。差

　61、同閏四月乙丑、太政官奏日、（中昿）望請陸奥按察使管内、百姓Ⅲ調浸菟、勧二課農桑-、駄二習射

　　騎-、更現助辺之資、使。擬丿易。夷之緑-、（下略j）

　62、同七年九月己卯、生羽国司、TE六位上、多治比真人家主言、蝦夷等惣五十二人、功効巳鮪、酬賞

　　未ｊ

勤績-、並加二賞府-

ｌ
．
Ｎ
Ｆ
Ｉ

63、同宿、御亀元年三月甲中、（上略j）陸奥国言、海道蝦夷反、殺ｚ大橡従六位上佐伯宿禰兄屋麻呂－

64、同四月丙中、･眺式部卯圧四位上謐原朝臣宇合一為二持節大将払（中略）為譲書道蝦夷一也

65ヽ同五月壬午、従五位上小野朝臣侑養為二鋲秋将軍-、令凛Ｊ湖蝦欽一、・（下略j）

66、同十二月乙酉、征夷持節大使正四位上藤原朝臣宇合、鎖秋将軍従五位王小野朝臣牛養等来帰

（16 j）



　　　　　　　　　　　　　夷　　　俘　　　考　　（伊野部）　　　　　　　　　　79
　　　　　　　　　　　-

67、同書、御亀二年正月己丑、俘万|百四十四人配二千伊予国-、五百七十八入配二千筑紫一十五人配､ﾕ千

　和泉政一焉

68、同三月庚子､｡常陸国百姓被二俘賊焼ご、損ｴﾕ失財物ご｡、（下略j）　　　　　　　　‥

69、同四年十二月丙申、（上略）至乙是潮海那王遺三寧遠将軍高仁義等二十四人一朝聘、、而著ユ蝦夷

’境-、仁義以下十六人並被二殺害ごべ下略）

70、同書、天平二年正月辛亥、陸奥国言、部下田夷村蝦夷等、永悛二賊心-、既従二駄喩-、請建二郡家

　于田夷材､｡、同為二百姓一考、許、之

7 1、 同八年四月戊寅、賜二陸奥出羽二国有功郡司、及俘囚二十七人評-、各有。差　｡・

72、同九年四月戊午、本文（3頁32行目から）に引用

73、同宿､’天子宝字二年六月辛亥、文文（4頁4行目から）に引用

74、同寸二月丙午、徴J

75、同四年正月丙寅、勅曰、べ中略）其軍士蝦夷俘囚有。功者、按察使簡。之奏聞。。

76、同書、御護景雲元年十月辛卯、勅（中略で）自余諸軍軍毅以上、及諸国軍士蝦夷俘囚等、臨。事

　・有岫

77、同十一月甲寅、出羽国雄勝城下俘囚四百余人、歌塞乞二内属-、詔祐之・

78、同三年正月辛来、御し大極殿､｡受。朝、文武百官及陸奥蝦夷各依。儀秤賀（下略j）　　　　ヽ

79、同丙子、御二法王宮-｡､宴ﾕﾕ五位已上､｡、道鏡叫二五位已上摺衣人おﾕ一領､蝦夷緋相人おユー領-､（下略）

80、同丙戌、御二衆院｡｡賜二宴於侍臣-、饗二文武百官､､主典已上、陸奥蝦夷於朝堂-、賜二蝦夷爵及物一各

　有。差　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●、

81、同十一月己丑、陸奥国牡鹿那俘囚外少初位上励七等大伴部押人言、押入等本是紀伊国名草郡片岡

、里人也、昔者先胆大伴部直和し夷之時､Jlに於小田那島田村-｡而居焉、典後、子孫為。夷被。虜、歴丿戈

　為。俘、幸頼二聖朝撫。運祁武威こ辺、抜丿皮虜庭-｡久為二化民-、望請、除ｉ俘囚名上、為二調府民-､､許。之

82、同書、宝亀元年四月朔、陸奥国、黒川、賀美等一十迦俘囚三千九百廿人言曰、己等父胆、本是王

　民、而為。夷所。略、途成ユ賊隷-｡、今帆殺。敵帰降、子孫繁息、伏願除二俘囚之名｡、輸。調庸之貢-｡、

　許。之　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥

83、同三年正月朔、天皇御二大極殿-、受。朝、文武百官、潮海蕃客、陸奥出部

　次侍従已上於内裏-、賜。物有。差　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

84、同丁西、（上略2）陸奥出羽蝦夷帰丿邸、賜二回及物一有。差　　　　　　　｡｡

85、同十月戊午、下野国言、（中略j）彼土（陸奥一筆者註）近。夷、民情瞼悪、（下略）

86、同四年正月朔、御二大極殿一｡、受。朝、文武百官、及陸奥出羽夷俘、各依。債拝賀、宴。五位已上於内

　裏丿肌被

87、同庚辰、陸奥出羽蝦夷俘囚帰丿郎、叙。位肱｡物有Ｊ差　　　　　犬

88、同五年正月丙辰、宴。五位已上於揚格宮_、饗二出羽蝦夷俘囚於朝堂-、叙。位賜。祗有J

89、同庚申、詔停二蝦夷俘囚入こ朝

90、同宿、延暦二年六月辛亥、勅目、夷虜乱。常、為。梗米。已、泣則鳥散、拾則蟻結、（下略）

91、類聚国史、延暦十一年正月丙寅、陸奥国言、斯波村夷胆沢公阿奴志等、遣丿

王化-、｡何日忘。之、而為二伊冷村俘等所こ遮、無岫＝自辿-、願制ユ:彼遮岡一、永用二降路-、即為。示こ

　朝恩一賜。物放湿、夷秋之性虚言不実、常称ユ帰服-､、唯利是求、、自今以後有二夷使者-、勿Jnニ常祗-

92、同七月戊寅、勅今聞､夷爾微南公阿波蘇、逡慕。王化一情望二入朝-､言二其忠歌-、深有ぷし嘉､（下略）

93、同十月朔、心

94、同十一月甲寅、饗二陸奥夷俘爾散南公阿波蘇、宇痍米公隠賀、俘囚吉弼侯部荒嶋等於朝堂院-、阿

　波蘇隠賀並授ｊ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（17）
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　95、同十四年耳月丙子、配三俘囚大伴部阿弓良等妻子親族六十六大於日向国-、以Ｊ

　　下吉弼侯部頁麻呂父子二人-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　96、日本後紀、延暦十五年十月己未、（上略2）其王（潮海王一一筆者註）啓曰､（中略）其定琳等､不。

　　料二辺虜一、被漫;ニ賊場-、遊ｚ羅夷害-、（下略j）

　97、同十六年二月己巳、C上略j）上表曰（続日本紀ｃ編者、菅野貝道等一筆者註）毛狭屏Ｊ、

’98、類聚国史、延暦十七年六月己亥､I勅、相模、武蔵、佩陸、上野、下野、出雲等国、帰降夷俘、

　　徳沢是県ヽ宜、侮加二撫慎一、令亡無岬望一、時服偉物毎席絵之、（下略j）

　99、日本後紀、延暦十八年二月乙未、流。陸奥国新田郡百姓（中略）於日向国-、家住。賊地-、能習。

　　夷語-、屡以二漫語一騒二動夷俘心一也

　100、同三月壬子、停二出羽国山夷祗-、不。論ｊ」.I夷田夷-、簡ユ有功者一賜焉　　　　　　　゜｡

　101、同十二月乙酉、陸奥国言、俘囚吉弼侯部黒田、妻吉弧侯部田苅女、吉弧侯侶都保呂、妻留志女

　　等、未。改二野心-、往二還賊地-、因禁。身走盆、配ユ土佐国-｡

　102、類聚国史、延暦十九年三月朔、出雲国介従五位下石川朝臣満主言、俘囚等衣服、依。例須、紙布

　　混給-、（中略）新到俘囚六十余人、､凛節遠来、事須二優賞-、因各絵二絹一疋、綿一屯-、隔竺五六日こ

　　給ｊ

｀　夷之為。性、食同二浮気。若不ｚ常厚-、定動二怨心-、自今以後、不。得二更然､｡

103、同五月戊午、陸奥国言、帰降夷俘、各集。城塞-、朝參相統、出入宴繁､夫耶恥荒之道在。威灰に徳、

　若不二優賞一恐失二天成-、今夷俘食料充用不。足、伏請佃外町以充二雑用-､j許。之

　104、同己未、甲斐国言、夷俘等狼性来沼

　任。意乗用、自Ｊ匹朝憲-、不ＪＬ懲。暴、勅、失招二夷欽一以入ﾆ:中州一為､凛エ:野俗一以胴中風化、拶任二

　彼情一、損Ｊﾋ良民-、宜二国司懇々駄喩_、若狐不。改依。法科処、凡戦置夷諸国、亦同准。此

105、同十一月庚子、造芒征夷大将軍（中略2〉坂上大宿禰田村麻呂-｡、桧中校諸国夷俘上

10G、同廿一年、四月庚子、（上略j）坂上大宿称田村麻呂等言、夷大語公阿弓利為、盤具公母礼等率ユ

　種類五百余人一降

107、日本後紀、延暦廿一年七月甲子、造随奥国胆沢城使田村肺呂来、夷大墓公二人並従

108、同八月丁酉、軋夷大墓公阿良則為、盤具公印し等一、此二凱者、並奥地之賊音也、（下略j）

109、類聚国史、延暦廿二年四月乙巳、撮津国俘囚勅六等吉弼侯部子成等男女八大、陸奥国勅六等吉

　弼侯部押入等男女八入賜二姓雄谷-｡

110、日本後紀、延暦廿三年春正月辛卯、夷第一等浦田臣史閥偉授二外従五位下-

H1、同乙未、運丿氏赦（中略2〉等国植（中略丿於陸奥国小田郡中山柵｡｡、為Ｊ≒蝦夷-、

H2、同廿四年三月乙亥、播磨国夷第二等去返公高子賜１姓浦上匝-

113、同十月戊午、播磨国俘囚吉弼侯鋤粂脈呂、吉弼侯部色雄十人配。流於多晰島-、以。不。改。野心-、

　歴違中朝憲上也　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’－

H4、同書、大同元年四月庚子、（上略2〉天皇（中略）外攘二爽秋-、（下略j〉

1 15、 類聚国史、大同元年十月壬戌、勅、灰俘と徒、慕。化内倶、居Ｊ

　近江国一夷俘六百討入、遷二太宰府-、置為中防人上、毎。国、機已上耶≒当其事-、駈使勘当、勿ぶJニ平

　民-、量冶隨誼、不冷。野心-、呼物衣服公限口田之類、不測二男女-、一依痢格一、（下略）

116ヽ同二年弓月丁臥制ヽ夷俘之位、必加湊功一、而陸奥國･司、聯二出夷俘-、或授二位階-√或補二村

　長一、完繁有。徒、其費無。極、自今以後不。得痢L授二、（下略）　　一

口7、同書、弘仁元年十月甲午、陸奥山言、渡嶋狭三百余人来I、着部下気仙那-、非。富国所管-、令二之

　帰去-、（中略）留任之問宣｡綸。衣択一

H8、同二年二月娶酉、勅、諸国之夷唯仰二公粕-｡、宜二其男女皆悉給;ﾆ根、但不。得。及。孫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（18）



夷 俘 考 （伊／野’部）

119、日本後紀、弘仁二年三月乙巳、始令JS国進二俘囚計帳-
Ｉ
Ｉ

｀８1

120､、同甲寅、、（上略）于丿寺出羽寺従五位下大伴宿禰今人･、･謀発ｊ

健丿阜襲伐、、．(下略)∠
Ｘ
　
－

121、同四月丁卯、陸奥国人外正六位下志太連宮持、俘吉弼侯部小金授Ｊ卜従五位下ム褒Ｊ

　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●μ２、同壬午、帆莉夷将軍等一日、夷秋于潅、為JI一巳久、雖ぶニ征伐-｡、未Ｊ、洙鋤バ下略2）・、

123、同五丹突如い勅輿軍正四位上文民膳|対流呂二、曰、窓下之俘、其数梢多、ﾐ臨軍之後、慮生、

／野心-｡、将軍等勤加二緩撫ご、勿。致二驚擾-｡、（下賎）

124、同七月丙午、勅二征夷将軍（中略ﾐ）文屋朝臣綿麻呂等一｡日、看二今月四日奏状-、･具知以ｚ俘軍一千

　j･人●、委二吉伺眺個於夜志閉等一｡、司し襲漫

　　（下略）

.L頌、同辛酉、出羽国喪、邑良志閉村降俘吉弼候部留岐申云､己等県ｚ弐薩胎村夷加古等-､､久構二仇怨-、

　今伊加古等､練。兵堕Ｊ

　等商量、以丿戎伐。賊､軍国之利、･の給･ﾆ米一百作に、奨。励其情一者、許jI

!26、同十月甲戊、勅二征夷将軍（中略）文屋朝臣綿麻呂等一日､看二今月五日奏状二斬鮨梢多、帰降不。

　少、､安どほ当土-｡､､勉加二数喩-、勿潜:。騒擾-、又新獲之夷、･依丿町軍等奏-｡、宜。早進上-　｡・・

127-同十二月甲戌、詔目、（中賎）陸奥国乃蝦夷等、匿｡代渉。時、侵JL辺境-、殺二略百姓-､（下略）

128、同三年､､正月乙酉、夷外従五位下学湊米公邑男、従五位下爾散南公独伎、播磨丿国印南郡権少領

　浦田臣山人等三人、特龍二節会入こ京　　　　　　　　　　Ｅ　　　　　　　　　　　　　　　一

129、同四月庚子、出羽国田夷置井出公苔麻呂等十五人賜二上毛野緑野直一

!順、同ぺ月戊子、勅、‘諸国爽俘茅、不。遊丿冽制-｡、多犯、法禁、､雖三彼野性難ご化、抑此数喩之米JI、

　宜と択6其同類之中､心性了｡事、衆所二推服一者一人上贋為白之長二√令φn。捉搦-　　‥　　　丿

戸|ヽ同九月戊午、陸奥国還田郡人動七等竹城公金弓等三百九十六人言、己゛等未Ｊとニ田謁之姓-｡､永胎卜

　子孫之卸し、伏諸改二本性一為二公民ご、（中略）勅可、（下略）

1悶、同四年二月戊申、､制、損。稼之年、土民俘囚咸隻､其災｡｡、而賑給之日、不以二俘囚二、飢饉之苦、

　彼此応。同、ヽ救急之恩華撥何限、（中略j）自今以後宜細し平民-、預中賑給例よ、（下略j）

133、類聚国史弘仁四年十一月庚午、勅、夷俘之性異。於平民-､雖丿尾於朝化｡｡、朱。忘二野心-､是以令。諸

＼国司勤拠･･激喩上、而吏乖二朝旨｡、不。事二存帆一｡、彼等所。申、経。日不。理、含。愁石恥怨、逐致二叛逆-。。

　　　　　●　　ｉ　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　。　　　●　宜。令ｓ播磨介従五位上藤原朝臣藤成（中略）厚加二数喩_、所1申之事、早興中処分､､、（下略j）　　し

134、同発匯、勅､｀簡二諸国介已上一人｡｡為二夷俘専当-、（下略）　｡･

135、同五年正月丁卯、（上略）俘励六等吉弼侯部奈伎学、吉伺候部麻須、吉弼候部仔僅奈授二外従五

　位下一

口6、同二月戊子、夷第一等遠胆沢公母志授1外従五位下-、以。討二出雲叛俘一之功上也

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆　　　　　　　　　　　　　　　｀　　　　　　　　　i137、同辛卯、造勁ﾄ従五位下当宗忌寸家主於阿波国一激中喩夷俘よ、

ｉ

４

138、､同発巳、出雲国俘囚吉弼侯部高来、吉弧侯部年子、各賜丿

　害也/　　　　●

｡1叩、同五月甲子、竪二除出雲国意宇、出雲、御門三郡未納裕十六万束-、縁。有二俘囚乱｡也

川)、日本後紀、弘仁五年十一月己丑、陸奥国言、(中略j)､城下(胆沢徳丹二城一筆者註)及津軽秋俘、．

ｆ　　　　　　　　　　　　　　　　ｊ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　‘野心穀Ｊに至二於非常-、不。可。不。備、(下略2)

μ1、同十二月朔、勅、湘降夷俘、前後有Ｊ(、男量二便宜一安置、宮司百姓、不。称二彼姓名-、而常号エ

八夷俘｡｡、既馴二皇化-｡、深以為丿社、宜･､早告知、莫中号夷俘上、自今以後隨二官位一称。之、若無二官位-、

即称ｚ姓名－
ｆゝ

1伊、･同六年一月､丁亥､;制、撮津､･､美爵、丹波、播磨等国夷俘い身帝土五品こい偏卜見g飾会よ音戸典?幽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（tg j
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　解一放､｡之、（下略）　　　　　　　。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1;　　　　　　　1　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　－143ヽ類聚国恥、弘仁七尿八月朔、勅y夷俘之性異丿

　国-、令ぶし激喩-、今因幡伯愚両国俘囚等、任丿告入京、越y･訴小事1、此則国史等撫慰失l方、牛12理

　乖。理之所。致也、自今以後篤加二訓導-、（下略）

144、同八月辛丑、勅、延暦廿三年格皐ヽ耳服之徒未ぷtご風俗-ヽ抑馴之間不。収二田和一、共徴収限待エ、

　復詔一者、今夷俘等、帰化年久、漸平二華風-、宜丿受J1分田-、経三六年已上一者、珠収中叩和上

145、同八年七月壬辰、陸奥国言、俘吉弼侯部等波醜等帰降者、勅、此mwim已久、遺魂愉､｡生、今

　守小野朝臣岑守等優二彼野心-、令。服二声激_、懐拘之袖、誠以嘉肯　　　　　　　　゛（’

146、同九月丙申、常陸国言、依二去年十「一」月格=、須ｙ経二六年已上｡夷俘口分田収中共和上、置す俘

　等筒し雪二厚恩-、未。菟二貧乏-｡、伏望暫尼二田租｡、以優二夷欽一者、許。之　　　　　　　レ

147、同丙午、陸奥国言、叛俘吉弼侯部於夜志閉等之類六十一人、並就二檎獲-、事須。依。例進二上其身-、

(下略)
－
－

！
』
Ｉ

148、同十一年四月戊寅、Ｕエ七道諸ば介以上､｡、為二夷俘球当-’

149、同六月辛巳、因幡国俘囚吉弼侯部欠奈関等移ｚ土佐国-、以盗ﾆi百姓牛馬-

J.60、同十三年九月娶丑、常陸国言、惇囚吉弧侯部小槻麻呂云、己辱自。帰二朝化-､｡経二廿箇年-、漸染エ

　皇風-、粂得二活計｡、伏望為-､編戸民-、永狸Ｊぼ一者、勅夫仰ｊﾋこ情、信有。可。慾、宜。聴。附二公

　戸一菜さ科二課役_　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/

151、同書、天長元年十月戊子、常陸国俘囚公子部八代麻呂等廿一人願。従1課役-、許。之

152、同三年三月己巳､I度二俘囚二人ごI　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツ

J5:’ヽ同五年閑三月乙未ヽ豊前国俘四吉弼侯部衣良由翰二酒食|箔il三百六十人一ヽ豊前国俘囚吉弼侯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-　部良佐関喩二粕九百六十四束一、賢二百姓三百廿七人｡｡、衣良由叙二少初位下｡｡、良佐関叙二従六位上-

154、同六年六月丙子、俘囚励十一等吉弼侯部長子、典ｚ父母_共帰二皇化-、移二配尾張国-､野心不。聞、

　孝行已著、特叙､:三階-、（下略j）●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

155,同七月丙軋越中国俘囚勅八等缶弼侯部江岐麻呂叙二従八位上｀江岐麻呂｀|二|染二皇化-｀志同ニ

　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　　。１　良民-、（下略j）

156、|司七年十月乙卯、出羽国俘囚道公千前麻呂特預丿尋炭-･、褒二精進一也　　　　　　　　1

157、同八年二月戊寅、甲斐国俘囚吉弼恢部三気聳呂、同姓草季子二姻、附．貫駿河国-、便二魚瞭一也

1.58、同十一月己亥、安芸国俘囚長吉弼恢詞佐津古叙二外従八位下-、俘囚宮弼恢部軍麻呂、叙二外少初

　位下､.、以．已抑二華風一験喩有吉方也　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　’、

10!)、同九年七月丁巳、出羽国言二上窮弊百姓-、詔令二振給-、夷俘亦在丿比内-

160、同十年二月.丁丑、筑後国夷第五等都和利別公･阿比登叙二従八位上..、翰二私和一資二弊民一也

161、同九鬼十二月戊寅、伊予国俘囚吉弼恢部於等利等男女五人移Ｊ已阿炭竃L.、優二情願-也

162、続日本後紀、承和二年二月己卯’、俘囚励五等吉浦栗宇加奴、励五等吉弼恢志波志宇、動五等吉

　弼恢億可太等、賜二姓物部斯波連ご　　　　　　　　　　ダ

163、類聚国史、承和二年六月辛丑、俘囚第二等宇湊米公ｲ町毛伊、従八位下爾散南公志礼初並授二従五

　位下-、賞．其不i2従逆類..也　　　レ　　　　　　　　　　　ご

164、続日本後紀、承和二年十二月甲戌、夷俘と|仙境、禁制と久、而頃年任意、入京有．徒高下二官符-

　昆頂陸奥出羽按察匝二|判国百】銀官府等し･

　　　１　　　　　　　　　．ｗ●　　　　　　　　　　　　　Ｉ　　　　　ＪＬ６５、類聚国史、承和三年三月甲子、陸奥国俘囚夕卜従八位上励五等吉弼侯部於加保、励九等伴部子羊

　等、並授Ｊﾄ従五位下-.、以丿肋功足こ勒也

166、続日本後紀、承和四年二月辛丑、陸奥囚言（中略j）夷徨之生習平民之十不ＪＬ敵二共一一、然至ニ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 20 )
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　于弩戦一、雖浦’エ万方之絡賊-、不Ｊｋ対二一弩之飛鏃-、是即威J

167、同四月戊申、陸奥国言、玉造塞温泉石祠雷響振、霊夜木。止、（中略）侶仰。国司-、銀。謝災異-、

　駄余秀夷欽-√

168、同葵丑、陸奥出羽按察使従四位下坂上大宿禰滓野、叱｡伝奏言、（中略）栗原桃生以北俘囚控。弦

亘多、似誰二皇化-｡、反覆不詑（下略）

169、類聚国史、承和五年三月丙子、授ユ劃六等秀守志為奈ヽ深江枚子等外従五位下-、眺有劃功二也

170、続日本後紀、承和六年四月聚丑、這二右近術将帥E六位上坂｡ﾋ大宿禰当宗、近術及俘夷等於伊勢

　国-、索二抽名張郡山中私鋳銭群盗凡十七人-、（下略）　’　‘、　Iゝ-　　　｡　　　　　　　‘’‘

口1、類聚国史、承和六年九月葵卯、制、選叙ｙ、帳内資大者、並以二八年-｡為。限、鈴亀五年格、外五

　位奇人、十年成選、自。今而後、外五位資人選限者、宜二依。令行;:之、唯紳宮司、｡禰宜、収、国造、

　夕日=汝位郡司、及俘夷之類、不謎Eニ此限一

172、同七年三月戊子、俘夷物部斯波連字賀奴、不。従二逆類-､久効ｚ功劃一､因授二外従五位上｡｡、（下略）

173、続日本後紀、承和七年三月壬寅、勅二符陸奥守正五位下良峯朝臣木連（中略）等_、（中略）宜1、

　能制ｚ民夷一僥施中威徳上　　　●　　　　　。　　　。　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　。１

１７４、同十四年四月葵卯、近江国蒲生郡俘囚外従七位下、爾散南公延多孝、外従八位下宇換来公阿多

　奈麻呂、並授二外従五位下-､’以二割功之首裔一也

175、同七月丁卯、（上略）減丿省日向国俘囚祗料柘十万七千六百束-、以二俘囚死尽、存者員少一也

176、同十五年二月庚子、上総国馳。伝、奏二俘囚丸子廻毛等叛逆之状｡｡、（下略）

t77、同壬寅、゛上総国馳源

178、文徳実録、嘉祚三年五月丙申、（上略j）先。是此国（武蔵国一筆者註）奏詰、（中略）陸奥夷虜

　反乱、国発二控絃一、（下略j）・

179、同六月甲戊、出羽国奏言、境接二夷落-｡、励為二風塵-、（下略）

18o、同八月己酉、（上略）坂上大宿禰辰野卒、（中略）十年三月（中略j）為二陸奥出羽按察使-、夷民

　和親、関塞無。事、（下略）

181、同十一月丙申、詔日、（中略）並不。問二民秋一、開二倉溺-｡、貸二振其生業-、（下略y

182、同書、斉衡元年五月戊戊、勅陸奥国、以丿説一万石-、賑二給俘夷-

183、同二年正月丙申、’陸奥国奏日、奥地俘囚等、彼此接。刄、殺二傷同種一、事須。警備以防二非常-、幼

　差二発援兵二千人-｡、許。之

t84、同戊申、（上略）勅目、（中略）･事須。不評鯉民俘-、務力陀優慎一、開以二恩恵｡、慰φ其窮１１.

185、同書、天安ご年五月己卯、近江国夷外従八位下爾倣南公沢成為二夷長-、令二把笏-、先。是、国上

　請、俘夷之徒、老少無JI」、放縦為詞T、暴乱任。意、不Jnニ袈喩-、無二人統振-、往年国司等択二勇健

　者-、私置二其長一、而夷等不。服、狐行二狼発｡、望請置二件沢成一、即預二把笏｡｡、男許。之

186、三代実録、貞観元年三月壬午、詔令ひIが列国秋田那俘囚道公宇夜古、道公宇奈岐一度上之、先。是、

　国司上言、件俘囚等幼棄二野心-｡、深沈二異類｡｡、帰二依仏理-、苦願二持戒-、掲特許。之

187、同八月戊申、出羽国俘囚正六位上吉弼侯部黄海叙二従五位下-

188、同四年五月丁丑、（上略）茨城郡俘囚吉美侯酒田麻呂等並進二位三階-、以誦

189、同七年五月丙申。授j

19ヽ）、同八年四月乙酉、近江国営、播磨国賀古美盛二那夷俘長宇賀古秋野、尺漢公平纒等五人、妄出二

　越境-、来在E此国-、下ユ太政官符播磨国一梢、凡夷俘之性、野心無｡悔、放縦如。此、往来任。意、出

　｀入自由、是則国司防禁疎略、無元ヽニ存慎一之脈｡致也、（中略）自今以後、不消以礼境

1皿、同十一月辛亥、勅近江国夷長二人把。笏、

192、同九年正月己酉、（上略2）近江国夷外従六位下爾散南公阿継（中略）並外従五位下

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2t）
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1､93、同三月己酉、前陸奥守役五位下坂上大宿禰当道卒（中略）阻田村麻呂、（中略）討手東夷､（中略）

　貞観元年出為二陸奥守..、（中略j）民夷安､.之、（下略）

194、同十一月乙已、下二知摂津、和泉、’山陽、南海道欝部国､.曰、如誹Ｌ近来伊予国宮崎村、淘･則群

　居、掠奪尤切、（中略）須．縁海諸匡栽丿引司．謀、（中略）招丿

　類..　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

］.95、同十一年十月丁酉、詔曰、（中略）催し聞、陸奥国境地震尤枇、（中略）不琵鯉民夷-.、勤自臨撫、

　既死者沢加二収殯-、共存者詳脆丿釧に、共犯浩大乱者、勿.翰ｊr順_、（十略j）

!96、鋼十二月戊子、先．是太宰府言上、､窓者新羅海賊、侵掠之目、差二造統領選士､･、鼠.令二追討-ヽ人

　皆個躬、憚不二肯行..、於．是訓二発俘囚-、C中略l）夷俘分二居諸国に常事．遊蹟-、徒足二課役_.多賀二

　官肱．請配置処分ヽ以備こ不皮二（中叱で）共聯彷ヽ諦国所岸下元］俘料利稲多内ヽ軋国令二題

　輸-、以給二其用_.、至．是勅日､俘夷之性木異二千民一、（中略）宜簡1=塵有ｒ謀略一者上､令こ其勾当.、判統

　領選士幹．事者、以為Ｊ七長_.、勉加し採誘-、（下略j）’　　　　　　　　　　　　　　・

197、同丁酉、造二使者於伊勢大祁宮一奉頌t、告文巨I、（中略）仮令、表俘逆謀叛乱之事、（中略）至

　国家大禰、百姓深憂可昂ﾐ、（下略似、

198、同壬子、造二使者於石満水帥祚_奉9幣、告文日、「前条（t972〉に同じ）、

199、同十二年二月丁酉、（上略j）奉二幣八幡大響薩宮、及香椎宮、宗像火帥、甘南備祁_.、告文曰、

　　「前条に同じ」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.、

2㈲、同十二月乙卯、太政宮下二符上総国司-、令．激．喩夷種一自、折ユ取夷極-、倣．居中国_、縦有ｊ

．賊-、令こ判防禦-、而今有.闘、彼国夷俘導、恥扶二野心~、朱．染二花風-、（中略ﾐ）凡群盗之徒、自．

　此而起、（中略j）宜１勤加二捉搦-.改中其賊心上､若有バに面向二皇化.者Å殊加二優仙一、習二其性..、背ヅ

　吏激一者、追ｴﾆ入奥地..、ぐ下略2〉　y

2o1、同十五年十二月戊戌、（上略j）ろ脳是陸奥田言、俘夷術.境、動事三叛逆-、（中略j）望請准１武蔵

　国例-.、泰．造二五大菩薩像.、安ユ置国分寺..、粛二撥夷之野心-.、安二吏民之怖意-

2o2、同戊申、太宰府言、（中略j）而去貞観十一年、新羅海賊娶ニｍ象.掠二奪貢納-、（中略）差Ｊ

俘囚-｡、分。番銀。我、（下略j）

203、同叩寅、正五位下行陸奥守、安倍朝臣貞行起二請三事｡｡､（中略）望詰爽俘位階母年立二叙法-（中

　略）

2o4、同十七年五月辛卯、従五位下守下総守文屋棚臣甘架麻呂飛。駅炎言、俘囚叛乱、放焼二官寺-､殺エ

　腸良民｡｡、勅符曰、省丿弛状-、畑俘虜怨乱-、j臨発二官兵一以畑中鋒鋭。、又仏武蔵」ニ総常陸下野等

　国、各発二兵三百人-、以為､援助上／ぐ下略）

2o5、類聚三代桁、貞観十七年五月十凱月日、応。定｡給二秋徒一年料祓秋布一万端上事、　　　：

　　（上略）夷秋為。性、無。噂二駄喩-（下略2）

206、三代実録、貞観十七年六月庚午、一下野田言、殺ｚ殖反虜八十九人-　　　　　　　ﾌ

207、同七月乙酉、下野国言、討二殺賊徒二十七人、帰降俘囚四人-、勅、殺二服降者-｡、情脈｡不。忍者、

　若井二元乱。宜。今摺順｡、（下略）、

208、同十一月乙朱、出羽国言、渡鳥荒秋反叛、（中略｛〉齢､激宰-｡討千之

209、同書、元慶二年三月二十九日、出羽守ｍ五位下藤原朝臣興世飛駅上奏、夷俘叛乱、（中略）凡慢

　願之心、候。時而動、伺し云二醜類之可ご責、抑亦国宰と不､｡良､･（下略2〉

21.(1、同四月己巳、是日、出羽国守正五位下藤原個臣興世飛1.駅奏謳:秋田那城邑官舎民家、為二凶賊-

　所丿

　兵-、入丿成合戦、夷党目加、彼豪我亦、（中昿）勅符曰、ｍ得二奏状-､具知二賊勢転盛｡｡、（下略j）

2U、同五月己亥、（上略）出羽田擬。討二反虜｡、勅二出羽国司_、曰､近日夷虜凶逆、残害不dE､（下略）
ｎ
ｌ

（22）
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212、同庚子、是日、陸奥国守正五位下源朝臣泰、飛丿

　励二具狼心｡｡、（中略）勅符目、（中略）狂奴詐態、因。衰詠ご隙、詰発二国内之控弦-｡、以佃昆醜類之逆

　寇-｡、（下略）

213、同六月辛来、出羽国守蒲原朝臣興世飛1.駅奏言、･（中略）去四万四十九日､･造１最上那擬大領貞道、

　俘魁玉作字奈麻呂-｡、（中略）路遇二厚三百余人一冷戦、（中略）共後有ユ俘囚三人-、来言、即請。秋

　田河以北為二己地-｡、（下略j）　　　　　　　　　　　‥

214、同壬申、（上略2）陸奥出羽按察使源朝臣多上丿

　須丿脚践丿少涙之地｡、身臨二胡虜之庭-、致二共腰領之誹｡｡、肆中共爪牙之侃上、（下略j）

215、同庚辰、此日出羽固守･蒲原朝臣興世飛、駅炎言、厚鋒強盛、（中略j）又勅ユ和陸奥国!1日、得。出羽

　国奏-、伺、逆露縦逸、独暴日甚、（中｡略）趙資二醜類一｡、力屈二凶威一、（下略2）

2t6、同七月突卯、出羽国飛。駅炎言、（中略）拒二賊於河北｡、（中略）向jL俘地者、添河、霜別、助

　川三村也、令芸此三村俘囚、弁良民三百余人｡拒l濯於添河上、（中略で）於。是俘囚深江弼加止、玉作正

　月麻呂等、H剔率三村俘囚二百余人-｡、夜９Ｊ戎八十人-、（中略）或云、津怪夷秋或同、或不。同､（中

　略）津軽夷俘其党多。稲、（中昿）是日勅符日1、（巾略）夫以。夷秋｡｡攻ｚ夷秋二者、中国之利也、（中

　略j）給二雄勝郡俘囚-｡、以二宮米殼一｡、多破二賊徒､｡、（中略）津征夷虜、天性危疑、（下略）

2t7ヽ同丙辰ヽ右大臣正二位藤原朝臣基経抗J

218ヽ同八月丁卯ヽ出羽’国飛駅奏帚ヽ　（出原L）勅符日、（中略j）々暮、浮混一、多繊Ｊ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　夷人孔｡義之至切-、抑亦国宰栂駁之得。方、（中略）隨。宜禽｡賊、（中略j）逡二致絲帛一百三十疋於

　出羽国-、班J

219、同九月丁酉、勅二符出羽国司｡｡日、得二八月二十三日奏状-、（中略2）賊気已寂、（中略j）且津軽渡

　嶋俘囚等、所丿嗇之事、以。夷撃。夷、古之上計､（中略2）至。于饗二会我俘-｡、非二事之意一者也、（下略）

22o、同十月甲戌、（上略j）出羽国司飛駅奏言、（中略）逆賊三百余人、来､ﾆ於城下-｡、願ぶし宮人-、

　時得さ乞｡降、権憬文屋真人有房、（中昿）単騎直到二賊所-、賊先申二心憂｡｡、次乞。降、有房等肩し不。

被二明詔一、而慄聴二具降一、（中略）但義従俘囚等申云、奉。従二国家-、為丿

　必相報、（下略）

22L、同乙亥、勅符二出羽国司｡｡日、得二今月日奏状-｡、具知二賊虜乞。降之山一｡、（中略:〉今逆虜悔ｊａ、諦

　欲二帰順-、（中略2）凡狂賊反乱、為し損甚多、（中略）然則義従俘囚之言、不。可。不Ｊ又晋一、（中略）

　莫丿言二其虚脱一助中哨於後上

222、同三年TE月辛丑、是日出羽国飛。駅奏言、去年十二月十日、凶賊悔二反逆之道一、致二束手之請｡､、

　（中略）叉渡嶋夷首百三人率ﾆﾕ稲類三千人-、詣二秋田城-、択し津軽俘囚一不二連賊一者百余人、伺共帰二

　慕聖化-、若不二労賜一恐生ｚ怨恨-、由。是（中略）労饗

223、同葵卯、（上略）､授二出羽国俘囚外正六位下深江三門外従五位下-｡、（下略j）

224、同三月壬辰、（上略j）出羽権守藤原朝臣保則飛。駅奏言曰、｡謳須１依二去正月十三日勅符旨一早討さ

　虜、（中略）以二此輩-（上野下野ｏ兵-Ｔ一筆者註）､且撃J

225、同六月乙酉、正五位下守右中弁鼓行出羽守藤原朝臣保則飛。駅奏言、（中略）適降二恩詔_｡、萱

　lj『|征討、導類再征、平民復』

　　（下略ﾐ）

226、同四年二月辛丑、是日（中略）出羽権守藤原朝臣保則飛ご駅奏日、降虜所丿進、掠取甲六十六領、

　冑三十二枚（中略丿賊夷去年進ユ契状一巨I、所。遺甲冑、早速将。迩、而順二渉年且。来。有二返上-、

　故造二権大目正六位上春海連奥雄-｡、入ユ奥地-、所二勘取一也、（中略j）又夷俘賜。饗之日‘、多以二他死

　亡位記-、自称二其姓名-、貪ぷ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（23 j）
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227、|司己酉、先。是、出羽国言、管諸郡中、山北雄勝平鹿山本三郡、逮去二国府-、逝接二賊地-、｡昔時

　叛夷之稲、伍し民雑居、（中略）頃年頻遭二不登-、憂在二荒飢-、若ホ丿

　至吸物復ユ一年-、又不動俵六千二百九石七斗給三三那状俘八百三人-　　　　　　、　く｡

228、同十一月葵貳授受江国俘囚貼E六位下遠胆沢公･秋雄外従五位下_｡　　　　　　｡、　＞｡

229、同五年三二月μ未、勅清和院大浦庄墾田二十八町志段百八十九歩、。ぐ中鴫O　永鵠。推延暦寺χ列=楼

　　　●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　　　　　　　　’　　　●ｔ　七躯大聖文殊判玉仏燃燈修理等料-､、俘囚浪人同以掌充、宜。令?y国司_私､当其事上
　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●I　　■

230丿司四月壬寅、出羽国元慶二年|囲＝夷虜所二焼盗一、（下略y　∧　へ

2肘、同五月庚戊、･授二陸奥蝦夷訳語外従八位下物部斯波連永野外従五位下-

232、同六月娶卯、近江国司言、夷俘祗料TE税収五十鮮、侮年言上、待ぶ給、永以為ぶ｡1’、勅§‰之

233、同八月庚寅、出羽国司言、（中略j）二年夷虜反叛、国内騒擾、破従俘囚及諦那田夷判･波嶋状等、

　或疲二於倣成一｡、或慕。化遠来、開用y不動必三千二百三十七穀五斗。以充二大饗-｡、不二先言上-｡、責

　在二牧宰-｡、至。是、勅見除　　　　　　　　　　　犬

234、同七年二月丙午、上総国介従五位下唇原朝臣正範飛。駅奏言、市原郡俘囚四十余人叛乱4£取ユ

　官物-･、数殺二略人民-、（中略j）呵俘囚廬。民唐舎‥、（中略）勅如二奏状-、是俘夷郡盗惺。罪逃賢者

　也、（下略）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　●1

235、同乙卯、従五位ｙ行上総介藤原朝宦正範飛。駅奏言、討二千夷虜一詑

236、戊午、太政官符下二上総国司丿爪平｡虜之状奏聞詑、（下略j）　　　‥

937、同書、仁和元年十一月辛丑、去六月二十一日、咄羽国秋田城中、（中略）雨二石鏃-、陰陽寮言、

　当。有二凶状陰謀兵乱之事一、（下略）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　「

238、類聚生代格、寛子七年三月十三日、応加。置博多容固所沢俘五十人L.れ

239、同書、延喜五年六月廿八日、応仁禁Ji国司叙二位俘囚-｡事　　　　　　　　　　　　　　;｀

24o、本朝併紀、天慶二年六月廿一旧。（上略j）今年四月、出羽国有ﾕ俘囚乱-、侶馳駅言上

2.41･、百錬抄。天元三年三月十六日、、近江匡俘囚等群二参陽明門｡愁。中阿明梨念即弟子乱行-｡、俘囚参

期有班

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和26年９月30日受理）　’

　　　参考史料は印刷の都合によって原典（国史大系本）と字型り異なる活字（?ﾆ）使用されたもの

　　　のある事、及び句匝点はすべて点に統一した事をおことわりして置く。（筆者後書き）
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夷 俘 考 (伊野部)

ＳＵＭ･MARIUM

U e b e r "I f uﾀ7

　　　　　　　　　　　Von　Juicbiro　INOBK

(Seminal･由ヽGeschichle,？回心Tphische F臨面7Ct, UviversitaelKochi)

87

　Inclem de･r "Ezo”， ein t'remcles Volk, ’das von den alten Zeiten in　den　norrlostlichen

Provinzen heimisch ge゛,'esenｗ“ら･　皿eh und nach ubei'w皿dm皿（l gezahmt･wurcle,　teilte

e17 sich, sej( dem An fang der Nara-zeit, in den “Fnsliu” (die Gefajigenen), anfgeklartea

LJrGinwolineり　1!nrl d（m clemiGiiigen gGgenlibersfehenflen“Ｅ�≒　wj Ifleji LJreimvoliner. Von

der　Mitle　der　Nara-Zeil･ an　kam　(]as　Wort　ａＥｚｏ” alh!Talilich　ansser　Gebraucli nnd

dagegea d“s Wort “It'll", clas ein皿cl (lasselbe aus/udrucken sclieint, in Gebraucli.

　Das Wort 叫fｕ” hat °sich rｕ!s叫”, (I. 1. "Ey.o”, linrl "Fii”, d. ). Fiislui”, ziisammen-

gesetzt unil mane hi!゛l kurz ll匹　吋”gebraiiclil.　Ant' dieser Worlbild川1g dひfte man　es

recht venmnte心　dass sicli min ein milllerer Charakler zwisclien rlcm wi lden unrl 而ｍ

anfgeklai'ten　Ureinwohner ergab丿　皿d class die echtea aE加” mil den　Forlschrjlten　rler

Zahmungsarbeit immer so weniger　wurdら　class　d“s　dem　entsprechei!de Wort "Ifu” in

Gebranoh kam.　　　　　　　　　　　｀　　　　　　　　　　　　　　，

　Spater in der Heiaja-Zeit war dor AnSflrucksnnteiヽschier] zwisclien　"Fnshu”nnd "Ifu”

BO unbeslimmf, rlass man am Endc (ler Zeit die Full rer von　"Un” Ullfl die von "Ezo”

dcs Hinterlandes, Z. B. die Abes, die Kiyoliaras, "FushCiclio” nannte, wjilirencl man　biP

dahin dje Fiihreらdie beruft. waren. den Ehrgeiz von “lfｕ” ｍ iinlerdrucken.“lf・-cho”

gennani haUe･

　Es scheinl schliesslich davou zu kominen. dass sich 司:rｕ”ｕ以ｄ"Ezo” 面s Hinterlandes

unsre　Kultur eingenommen and siell gebildel babe)も　class sich das　Volk “Ezo" .in　der

6u-Provinz allgemein “fiisliusiert” hat. ■

　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　（Ångenon!1!Ten “m 30.　September 1951)

（25）
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